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宝塚歌劇団 台湾公演を終えて
宝塚歌劇団 制作部

企画室室長 村川 研策

■はじめに
2013 年4月 14 日 23 時。8年ぶりの宝塚歌劇

団海外公演は、台湾の地で大
・

大
・

大
・

盛況のうちに千
秋楽の幕を降ろしました。1500 人のお客様が総
立ちのスタンディングオベーション。4階席から
今にも落ちそうな状態で全身全霊の声援を送って
頂くお客様、“帰らないで！”と書かれた自作の大
きなプラカードを両手で掲げるお客様。皆様から
地響きのような拍手と歓声の嵐が続く中カーテン
コールが4回にも及ぶ感動的な千秋楽は、業務と
して毎日興行に携る我々でもめったに経験できる
ものではありません。あまりにも熱狂的な反応を
見せていただいたお客様に、舞台上のトップス
ターは勿論のこと、出演者全員が感涙の涙顔に
なっている様に見えたのは、目頭が熱くなった私
だけではなかったと思います。「台湾で公演を
やってよかった。」と心の底から思った瞬間でし
た。

思い起こせば宝塚歌劇団台湾公演のプロジェク
トが始まったのは 2010 年秋。本当に沢山の方々
に支えられて実現した2年6か月の本プロジェク
トの秘話をいくつか紹介しながら、今回の公演の
意義をまとめてみたいと思います。

■重要な目的を果たす海外公演
1938 年に初めての海外公演を行った宝塚歌劇

団はこれまでに 17 か国 24 都市で公演を実施しま
した。これらは基本的に各国及び日本の両政府か
ら招聘・要請を受け宝塚歌劇団が公演を実施した
もので、今回の台湾公演も同様に台湾と日本の両
政府からの要請により公演の検討を開始しまし
た。ただ、その時に台湾について十分な知識を有
しているプロジェクト担当者はおらず、ビジネス
は勿論のことプライベートの旅行で台湾を訪れた
ことのある担当者もいないという有様でした。そ
んなおぼつかない状況で情報収集、現地視察を開
始したのは 2011 年初頭のことです。現地で「宝
塚歌劇」の認知状況をヒアリングするも具体的な
認知度は低く「おばあちゃんに“宝塚少女歌劇”
という名前は聞いたことがある。」程度の反応で、
特に若い年齢層の方の認知度は非常に低いもので
した。
「こんな状況で公演を実施しても」という否定

的な意見も出される中、2011 年3月に東日本大震
災が発生。未曾有の事態に台湾から 200 億円を超
える義捐金が寄贈されたことを知り、公演実現の
強い要請を受けている台湾には「支援のお礼」と
いう意義もあるということで開催決定を決意した
のです。又、同時に、折角公演を実施するのなら、
従来のように文化事業として政府の招聘による1
回限りの親善公演に留まらず、今回の台湾公演を、
新たな宝塚歌劇のアジアへの展開の布石と位置付
け、継続的に公演を実施できるか否かのトライア
ル的な意義も視野に入れ、歌劇団の歴史上におい
て新しいスキームとなる完全自主興行として台湾
での公演すべてにかかわる業務を取り仕切る決意
をしたのです。
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フィナーレ
ⓒ宝塚歌劇団



■手探りの中で…
先にも述べた様に私自信も初めての台湾経験で

す。何もかも、まさに「手さぐり」の状況でプロ
ジェクトをスタートしたといっても過言ではあり
ません。

宝塚歌劇はコンサートや一般的なミュージカル
と比較すると出演者や舞台スタッフは桁違いに多
く、使用する舞台道具、衣裳、機材も想像を絶す
る多さです。更に今回はこれまでの海外公演の中
でも最大級である 20 段の大階段を使うことも決
定したので、渡航者は 130 名、物量も 40 フィート、
コンテナ 18 台の公演規模となりました。このこ
とから物理的に上演可能な劇場を確保することが
最初の難問となりました。幾つかの劇場を視察し
ながら、「台北国家戯劇院」のみが上演可能な劇場
と判明したものの、台湾でも大人気のこの劇場を
2週間にわたり確保することは至難の業。「1週
間なら…」といわれるものの1週間では道具の搬
入と舞台稽古だけで公演が終わってしまいます。
この時に大きな力を貸していただいたのは外交部
亜東関係協会の皆さんでした。粘り強い交渉をサ
ポートして頂き、漸く2週間の劇場確保が出来た
のです。正直、公演を実施する物理的な場所を確
保するだけでまさに“へとへと”状態。しかし解
決すべきことは山積みでした。

公演を一緒にオペレートしてもらうプロモー
ター決定やスポンサー獲得、公演内容や座席料金
の決定、納税のための税籍登記や現地銀行口座の
開設等目まぐるしく意思決定をしていかないとい
けません。その時々で惜しみない支援、指導、援
助を下さったのが(公財)交流協会の皆さん、日華
議員懇談会の皆さん、台北駐日経済文化代表処、
亜東関係協会の皆さん、台北市日本工商会、台湾
日本人会の事務局、所属各企業の皆さん、そして
プロモーターの寛宏演芸や様々な関係者の皆さん
でした。すべてがゼロからのスタートでしたの
で、我々のやり方や流儀に固執するのではなく「郷

にいれば郷に従え」の精神を念頭において、すべ
てのことについて「台湾ではどうしているのです
か」と皆様にヒアリングすることからスタート。
興行を成功させるために何をすべきか確かめなが
ら社内で検討し、質問や回答を台湾にフィード
バックするというとにかく地道な作業を積み重ね
ていきました。

北京語が誰一人話せない我々を根気よく見守
り、サポートしていただいた皆様には心から感謝
するとともに、これまでの海外公演では感じられ
たかった優しさ、温かさ、そしてスムーズに運ぶ
色々な議論交渉を思い返すにつけ、関係者の皆様、
とりわけ親日的で日本贔屓の台湾の方々からのお
力添えあっての台湾公演の成功だということを改
めて感じた次第です。現地と初めて「もしもし、
ウエイ・ニーハオ、ハローハロー・・・」と言語
チャンポンで度胸だけで様々な協議をしていた頃
やスポンサー獲得のお願いに伺って台湾人企業幹
部の方に「藪から棒にスポンサーのお願いなんか
しに来て…」と日本語でいわれて、台湾人の方が
話す日本語の語彙に驚くとともに、“藪から棒”と
いわれて滅入ったこと等、色々なことを懐かしく、
そしておかしく思いだされます。

■台湾公演での工夫
文化交流を第一の目的としてスタートした本プ

ロジェクト。我々の宝塚歌劇をきちんと理解して
もらわないと交流のスタート地点にもつけませ
ん。先ほど述べた様に“宝塚歌劇”の認知度も芳
しくない状況に、“タカラヅカ”らしい親しみやす
い演目、内容とすることを決め、様々な工夫を検
討していきました。

まず演目。やはり日本から来た劇団なので「和
物」のショーを演目にいれることにしました。三
味線や琴の伴奏ではなく、オーケストラの音楽に
合わせて日舞を踊るという我々の特徴をみていた
だくべく上演したのが、『宝塚日本風（宝塚ジャポ
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ニズム）～序破急～』です。そして、これぞタカ
ラヅカという演目を楽しんでいただくためレ
ビューやロケット場面を散りばめた洋物のショー

『エトワール・ド・タカラヅカ』を上演しようとい
うところまでは簡単に決まりました。

この2演目はショーですので言葉がわからなく
てもお客様に十分楽しんでいただけます。通常、
日本の宝塚歌劇公演は1公演2幕（2演目）で上
演していますのでショー2演目でもいいのです
が、出演者が女性だけの劇団で女性が演じる“男
性”の格好よさを皆様にお伝えするためには“芝
居”が不可欠です。しかし、“芝居”となると言葉
の壁が立ちはだかります。字幕をつけるにしても
よりわかり易く、親しみやすい演目を実施しなけ
ればと色々と悩みました。そのような背景で生み
出されたのが第2幕『怪盗楚留香外伝 花盗人』で
す。香港の映画ではあるけれど、台湾人の古龍氏
の原作で台湾では昔テレビドラマで放映されてお
り、日本でいうところの「ルパン三世」と「水戸
黄門」を合わせた様な位置づけで家族そろってテ
レビで見た台湾人が良く知っているキャラクター
だと聞き、「これだ！」と上演を決定した演目です。

ただ、この作品を上演するためには著作権の許
諾を頂かないといけません。権利を持っている著
作権者を何とか調べ上げ、直接交渉を決意。通訳
を介して急遽出版社にアポイントをとり、電撃交

渉に向かいました。今回のプロジェクトの意義や
目的を丁寧に説明したところ、その場で OK。許
諾料についてもそのような意義あるプロジェクト
であるならば無償で問題ないと、ここでも台湾の
熱い思いに触れる経験をしました。

最終的には芝居「怪盗楚留香花盗人」に台湾の
歌、「雨夜花」を挿入、洋物ショー「エトワール・
ド・タカラヅカ」には台湾民謡「望春風」や台湾
映画「海角七号」の挿入歌「無楽不作」「国境の南」
を使用。また、台湾の伝統的な曲でテレサ・テン
さんの代表曲でもある「月亮代表我的心」をトッ
プスターの柚希礼音が北京語で歌う等まさに「台
湾スペシャル」の内容になるような工夫も盛り込
み、可能な限り台湾の皆様に親しみを覚えていた
だくように作品を仕上げていきました。
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宝塚ジャポニズム
ⓒ宝塚歌劇団

エトワール・ド・タカラヅカ
ⓒ宝塚歌劇団

外伝花盗人
ⓒ宝塚歌劇団



■チケット販売開始、そして公演初日へ
2012 年 10 月末には台北市内で制作発表やトー

クショーを実施、その後 TVCM も放映、MRT の
駅への広告出稿や中山北路、敦化北路、忠孝東路
や愛国東路へのフラッグ広告の掲出等、これまで
の海外公演では経験のない広告宣伝業務も実施し
ながら、「やれることはした！」という思いと「不
安」が混じる中 11 月5日にはチケット販売開始。
蓋をあけてみると、プロモーターの事務所には行
列が出来る、インターネットの残席表示はみるみ
る内に満席になっていくという状況に“うれしい”
というよりも“ほっ”とするとともに、本番の失
敗は許されないなと関係者一同気持ちを新たにし
ました。

そして 2013 年4月いよいよ本番。3月 31 日深
夜から徹夜で道具を搬入。慣れない海外公演では
この段階でも様々なトラブルが次々と襲いかかっ
てくるのですが、今回の台湾公演は予定通り、い
や予定よりスムーズに事が運ばれていくのです。
日本からの舞台運営スタッフ、台湾の舞台スタッ
フ、初顔合わせの人も多い現場で飛び交う指示や
相談を通訳者が橋渡しながら準備は進行。舞台の
専門用語が混じる難しい会話を細かなニュアンス
まで伝えられるよう通訳者は事前に舞台用語の勉
強会まで開いて事前学習してきたことなどを知

り、これまでの海外公演では考えられないことと
目頭を熱くしました。本番を直前にした舞台は徹
夜作業や夜遅くまでの作業での疲れと慌ただしさ
で時には緊張が走ることも…。これまでの海外公
演では舞台スタッフ同士の大ゲンカや舞台スタッ
フが帰宅してしまったというような経験も沢山し
ましたが、今回は全くそんなことが起こらず日本
と台湾のスタッフ全員には“良い舞台を作りたい”
という共通の思いが満ち溢れ、双方は話し合いを
続けて次々と解決していきました。日本のスタッ
フは台湾スタッフを“すごい”と褒め、台湾スタッ
フも日本スタッフの“技術”に感心し、互いが互
いをリスペクトするという海外公演ではあまり見
ることができない光景を目の当たりにしました。

そんな非常に雰囲気の良い中迎えた4月6日初
日公演…。定刻5分押しで開演、満席の客席から
期待が押し寄せる中、北京語での挨拶が流れ、そ
れがトップスター柚希礼音の声と気づいたお客様
は大きな拍手と歓声で反応してくださいました。
しかしながら、照明が消え着物に身を包んだトッ
プスターが舞台正面に浮かびあがると客席は水を
打ったように静まりかえり、舞台上に視線が集中。
その集中は 45 分の「宝塚日本風～序破急～」の間
ずっと続き、緞帳が下りると同時に割れんばかり
の拍手となりました。続く「怪盗楚留香花盗人」
も言葉の壁を越えて、日本で上演する以上に笑い
も沸き起こり舞台を理解していただけていること
に安堵。そして第3幕「エトワール・ド・タカラ
ヅカ」。緞帳があがり「TAKARAZUKA」と書か
れたタイトルの吊物が現れただけで、「待ってい
ました！」というようなお客様の拍手と歓声…。
そこから終演までは拍手と大歓声の嵐でした。台
湾の皆様からの素直な心からの拍手と大歓声を受
けて出演者も驚き、テンションを上げ、演技にも
熱が入り、その演技がお客様を更にヒートアップ
させ…とまるで化学反応を起こすように舞台が高
まっていき、フィナーレでは場内の熱気は最高潮。
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悲鳴のようなどよめきが会場を満たす中、出演者
代表が義捐金のお礼と宝塚歌劇団台湾公演を実現
できた喜びを申し上げる挨拶をさせていただきま
した。私の隣にいらっしゃった台湾人のお客様が
大きくうなずかれながら涙を流しておられる姿を
見て、大きな感動を感じるとともに文化交流の使
命は果たせたのではないかという安堵と感動を体
感した初日公演でした。

■もう一つの交流
こうして台湾公演の初日は想像をはるかに超え

る大きな感動とともに幕を開けたのですが、初日
の盛り上がりが大きすぎたので二日目からはどう
なることかと新たな危惧も生まれたものの、お客
様の反応はかわりませんでした。むしろ、初日よ
りも日本からのお客様や関係者の割合が減った
分、台湾人のお客様のストレートな反応を感じる
ことが出来ました。千秋楽まで 12 回の全公演が
完売。チケットを入手されたものの当日来られな
いようなお客様が出たらどうしようという心配も
ありましたが、全くの杞憂で千秋楽公演まで空席
を出すことなく全日程を終了し、冒頭に書かせて
いただいた感動の千秋楽を迎えることが出来まし
た。

ここでもう一つの交流を皆様にご紹介したいと

思います。出演者と観劇のお客様の交流のみなら
ず、今回の公演では舞台裏でも素晴らしい交流が
ありました。通常の海外公演では舞台運営スタッ
フ同士の交流はほとんど期待できません。しかし
ながら今回の台湾公演では日本人舞台運営スタッ
フと台湾人舞台運営スタッフが公演終了後 23 時
過ぎという遅い時間にも関わらず毎晩“飲み”に
繰り出しておりました。こんな経験は初めてで
す。又、千秋楽公演終了後、一日がかりですべて
の舞台道具、機材を劇場から搬出を終えたまさし
くその瞬間、台湾人スタッフの手でシャンパンが
用意され、日本人スタッフに次々と手渡され互い
にシャンパンシャワーの饗宴…。握手するもの抱
き合って別れを惜しむもの最後は「又、絶対に来
るから」と誓い合って別れを惜しむ姿は感動的で
さえありました。これまでの海外公演ではありえ
なかった光景でした。

又、出演者も時間を見つけては街に繰り出し台
湾の方々と触れ合った様です。ただでさえ親切な
台湾の皆様に親切にしてもらった上に“タカラ
ジェンヌ”であることがわかり更に親切にしても
らったという心温まる皆様との触れ合いや、早朝
にホテルを抜け出し公園で行われている太極拳に
飛び入り参加してきたといった話題まで台湾の皆
様との交流はここで紹介するには紙面がいくら
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あっても足りないぐらい沢山、沢山あったようで
す。

■第2回台湾公演に向けて
以上、今回の台湾公演は我々自身の口から申し

上げるのは恥ずかしいのですが、結果としてパー
フェクトな公演として公演を終えることが出来、
公演が終わった今もすがすがしさを覚えていま
す。海外公演は非常に大変なプロジェクトで、海
外公演が終わると達成感はあるものの、「しばら
く海外公演には関わりたくない。」とか、「海外公
演はもう懲り懲り。」という声が聞かれるもので
した。しかし、今回の公演に参加した者は、「是非
もう一度台湾公演は参加したい。」と口々に言い
ます。今回参加できなかった者も、次回台湾公演
を実施するのであれば是非是非参加したいと言っ
ているようです。又、台湾の皆様からは、今回は
チケットを入手できなかった。是非もう一度台湾
に公演に来てほしいという熱いラブコールを色々
なところから頂いております。8年振りの海外公
演は我々を大きく成長させてくれました。出演者
は最後の最後まで、宝塚のそして日本の代表とし
て、自らにプレッシャーを課してより高いクオリ
ティの舞台を台湾の皆様に届けるべく研鑽を重ね
ました。舞台運営スタッフは国を超えた協力体制
のもと国際チームで完璧な仕事をこなしました。
我々マネジメントスタッフも台湾プロモーターと
共同で公演企画から劇場確保、広告宣伝からチ
ケット販売、そして公演実施までの公演の一連の
業務を行いノウハウの蓄積を図ることが出来まし
た。以上のような状況下、社内ではいつのまにか
今回の公演が「第一回台湾公演」と呼ばれるよう
になっています。今回の様な公演を二回、三回と
続けることでもっと、もっと日台間の距離が縮
まっていくことを願って、近いうちに第二回台湾
公演ができるのであればこれほどうれしいことは
ありません。

■最後に
第一回（！？）宝塚歌劇団台湾公演実施に際し

て様々な心配りを見せていただいた関係各位、そ
して劇場にお越しいただき熱く素直な反応で公演
を盛り上げてくださったお客様。私たちが台湾に
感謝を込めて舞台をお届けするつもりが、もっと
大きな愛を返して下さったオール台湾の皆様に感
謝の気持ちでいっぱいです。初日後の新聞に宝塚
と台湾は「相思相愛であった」と書かれた報道が
ありました。まさしく至るところでそれを感じた
今回のプロジェクトでした。
（公財）交流協会の皆様をはじめ、本当に多くの

皆様のお力添えにより、この台湾公演が実現し、
これだけ盛況にプロジェクトを終えることができ
ました。ご協賛、ご後援、ご協力、ご指導いただ
きましたすべての関係者の皆様に、末尾ではござ
いますが深くお礼を申し上げます。本当に、本当
にありがとうございました。謝謝。

以下、関係者の皆さんの感想の一部を列記しま
す。

＊〈観客の声〉 ＊

・衣裳、化粧、大道具とトータルで細部まで演出
されている。こんな大衆演劇がいまこそ必要な
んです。

・女性が理想の男を演じることに感心する。こん
な独特の芸術はない。

・宝塚は男性がいない舞台で清潔感があるのがい
い。宝塚の台湾公演があると聞いたときは本当
にうれしかった。台湾で宝塚が見られて本当に
最高。

・一生懸命に北京語で伝えようとする心が伝わっ
た。東日本大震災支援に対するお礼の言葉にも
感動した。来てくれてありがとうと言いたい。

・ダンス、歌、芝居の華やかな演出にクラッとき
た。

・まじめな劇団。ひたむきさに元気をもらった。
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・次回は是非日本での公演をみてみたい。

＊〈スタッフの声〉 ＊

・台湾の舞台スタッフの技量はすごかった。学ぶと
ころが多かった。彼らに負けないように自分たち
も頑張らないといけないと気持ちを新たにした。

・興行企画からチケット販売、精算までの一連の過
程をすべて体験できて貴重な体験であった。日本
国内公演と基本同じスタイルを踏襲すれば海外
公演も実施できると確信したが、ミクロな部分で
は”郷に入れば郷に従え”が重要だと認識した。

＊〈協力機関・関係団体等の声〉 ＊

・日本を代表する「宝塚歌劇団」と共同のプロジェ

クトをして学ぶところが大きかった。
・”すごい”と思うところも随分多かったが、自分たち

が日頃行っていることと同じ部分も数多くあった。
・日本の舞台スタッフは”すごい”。特に照明技術

がすごい。あと、舞台の転換の速度がすごく早
く、これを着実に処理していく技術に感心した。

・コンテンツがすごい。今後も一緒に日本のライブエ
ンターテイメントを台湾でやって行きたい。

・ようこそ台湾へ。多くの関係者の努力で台湾公
演が実現したことに感無量です。

★（星組トップスター）
柚希 礼音

代表選手として、かなり、責任を感じて、緊
張して臨みました。毎公演終わるたびに、宝塚
で今を生きている自分に幸せを感じる日々でし
た。本当に夢の様な公演でした。皆様本当にあ
りがとうございました。

★（星組娘役トップスター）
夢咲 ねね

世界は一つだ！！！ そして、宝塚の魅力を
再確認しました。

★（星組組長）
万里 柚美

大歓迎してくださった台湾の皆様と、日本か
ら応援に駆け付けて下さった皆様に心からの感
謝でいっぱいです。そして、この公演を第一歩
として、また台湾で公演が出来ますようにと願
います。

★（星組出演者の皆様）
・お客様の観劇の反応に感動しました。
・台湾公演があるのなら是非また参加したい。
・もう一度台湾に来て欲しいと言われたら嬉し

い！

・私たちの舞台が、日本と台湾そして世界が密接
になるよう取り組んでいく一助になればと使命
を新たにしました。
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息の長い交流の実現に向けて
静岡県企画広報部地域外交課

1 はじめに

日本における 98 番目（当時）の空港として、平
成 21 年（2009 年）6月に開港した富士山静岡空
港。開港当初の国際線はソウル、上海の2路線の
みでしたが、新たに台湾桃園との路線が開設され
たのは、空港が開港してから2年9か月あまりを
過ぎた平成 24 年（2012 年）3月のことでした。

日本の地方自治体が、こぞって台湾における観
光誘客や路線誘致を積極的に展開しているなか、
富士山静岡空港と桃園、高雄、台中、花蓮の各空
港とを結んだ 190 便ほどのチャーター便運航実績
と日台間のオープンスカイ協定締結が追い風と
なっての路線開設となりました。

この路線の開設は、表面的には時流に乗ったタ
イミングの良い取組みの結果として捉えられます
が、静岡県内はもとより台湾における関係各位の
理解と協力、そして熱い思いの結実と言えます。

本県と台湾の関係は、路線の開設を前後にター
ニングポイントを迎えたと考えられますが、その
関係には、あまり知られていない歴史があること
を、次に御紹介します。

2 静岡県と台湾の歴史的なつながり

（1）サトウキビ栽培地の北限
6月、台湾では梅雨が明け、じりじりとした本

格的な南国の夏が始まります。外に出ることも億
劫になるほどの炎天下、屋外で作業する時には、
ミネラル分や水分を補給し、熱中症を予防します
が、口に含むものとして一番のお勧めは、天然成
分たっぷりの黒砂糖です。

黒砂糖の原料は、御存知のとおり、甘蔗（かん
しゃまたはかんしょ）つまりサトウキビです。現

在、日本では、そのほとんどが沖縄県、鹿児島県
で生産されていますが、サトウキビの栽培地の北
限は、北緯約 34 度に位置する静岡県掛川市（旧大
須賀町横須賀）であることを御存知でしょうか。

静岡県でのサトウキビの栽培は、江戸時代に遡
り、精製された砂糖は「横須賀白（よこすかしろ）」
の名で全国に販売されていました。もともとは、
当時この地を治めていた横須賀藩藩主西尾家の家
老である潮田覚右衛門の次男信助が、この地域に
はまだなかったサトウキビの栽培法や製糖法を土
佐の国（高知県）から持ち帰り伝えたことが始ま
りとされていて、現在では、その伝統を受継ぐ地
元の方々が、土佐の国の人々に感謝の意を込め、
甘蔗（かんしゃ＝感謝）糖と名付け、販売を続け
ています。

台湾は日本統治時代、砂糖の一大生産地として
位置づけられ、多くの日本人が海を渡っています。
サトウキビという作物に関する静岡県と台湾の意
外な共通項において、台湾における歴史の1ペー
ジに、本県出身の人物がその名前を残しています。

（2）歴史に名を残した静岡県人
「横須賀白」より時代を下った明治時代、サトウ

キビの栽培地北限の掛川市の北に隣接する静岡県
森町に、良質な砂糖を溶かして結晶化させて作る
氷砂糖の製法を発明した人物が現れました。

その人の名は、鈴木藤三郎。明治 16 年（1883
年）当時、鈴木藤三郎は森町で家業である菓子商
を営んでいましたが、氷砂糖製法を確立させると、
立て続けに、白砂糖の製造、製糖機械の発明、日
本精製糖株式会社（現：大日本明治製糖株式会社）
の創立と、本格的な製糖事業を展開しました。

日清戦争後、日本統治のもと、経済の中心に製
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糖業が位置づけられていた台湾で、明治 33 年
（1900 年）、製糖技術に精通していた鈴木藤三郎
は、台湾製糖株式会社初代社長に就任しました。
そして、北回帰線（北緯約 23 度）を越えた熱帯の
地、台湾南部の橋頭（現高雄市）に、最初の工場
を建設し、のちの台湾製糖株式会社発展の基礎を
築いています。

鈴木藤三郎が、氷砂糖の製法を発明したその年、
森町の西に隣接する静岡県袋井市に、後に台湾製
糖株式会社に 25 年間籍を置くこととなる鳥居信
平が生まれます。

日本統治時代の台湾で農業水利事業に大きな貢
献をし、「嘉南大圳（かなんたいしゅう)＊の父」と
呼ばれる八田与一が、まさに嘉南大圳建設（大正
9年（1920 年）～昭和5年（1930 年））に取組んで
いたころ、それより少し南に下った屏東県林辺渓
で、鳥居信平は、世界でも珍しい地下ダムの建設
に取組み、それを完成させました。

屏東県が位置する台湾南部は、現在でも台風が
直撃する地域です。台湾での製糖業を支える台湾
南部のサトウキビ畑を風水害から守るため、治水
や灌漑に土木技術者を必要としていました。台湾
に渡った鳥居信平は、現地の自然をじっくり観察
し、風土に適したダムを地元との方々と共に築い
たのです。

鳥居信平と八田与一の共通点は、旧制第四高等
学校（金沢）と東京帝国大学に学び、台湾で農業
土木に携わったこと、そして作られたダムと灌漑
施設が今でも大切に使われていること、そして、
2人の日本人が今でも台湾で語り継がれているこ
とです。年齢は、鳥居信平の方が八田与一より3
つ年上と近く、当時の台湾で2人が同志あるいは
ライバル意識を持ち、ともに切磋琢磨しながら仕
事に没頭していたことでしょう。
＊台湾南部の嘉義県と台南市にまたがり、烏頭山ダムと、

嘉南平野に 16,000km にわたってはりめぐらされた用水

路からなる水利施設

3 静岡県の“くにづくり”と台湾

日本の理想郷として、“くにづくり”を進める静
岡県は、日本の一地方としてのみならず、富士山
のように憧れを集め、誇りや尊敬の対象として存
在する“ふじのくに”として、近隣の諸外国・地
域と相互にメリットのある民間団体や企業、県民
等の交流を促進することにより、県勢の一層の発
展に努める“地域外交”を展開しています。

本県では台湾との交流促進に当たり、このよう
な方針のもと、台湾へ働きかけるために、本県か
ら積極的に台湾に足を運ぶことを大切にしてきま
した。路線の実現は、そのような働きかけの結果
としての一里塚に過ぎません。

（1）台湾を知ることから
これまで、静岡県では、県内において、台湾に

関する情報を広く県民に伝え、興味を持っていた
だくため、台湾観光協会と協力して実施した台湾
観光 PR、航空会社と協力して開催した旅行会社
対象のセミナー、台湾を良く知る方々による県民
向けのトークショーやテレビ・ラジオ番組の放送
等により、台湾を以前より身近に感じていただけ
るよう工夫を重ねてきました。

これらの周知等により、県民の台湾への関心が
高まり、定期路線開設前には、県内の民間機関、
自治体等が、積極的にチャーター便を利用して本
県から台湾へ向かい、同じ機材で多くの台湾の方
が本県を訪れてくださいました。

本県では、路線が開設された現在でも、関心を
高める周知活動を継続していますが、このような
取組みが、台湾側から評価され、日本の自治体と
しては初となる「台湾観光貢献賞」の受賞（2013
年2月）につながったと考えています。

（2）交流のひろがり
以上の取組みのほか、本県と台湾において、同
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じ分野で活動する人々が出会う機会も増えていま
す。本県における様々な事例を通じて見えてきた
ことは、交流の推進には、それに関わる方々の理
解や熱意があってこそ、時間や経費を掛ける価値
があり、片思いであっては一過性のものにしかな
らず、交流に関わろうとする双方の思いが一致し
た時に、交流が前に動き出すということです。

良好な日台関係を反映し、日本と台湾の官民を
問わず、観光誘客を目的とした協定締結や覚書の
交換がメディアを賑わす場面が多くなっています
が、今から 30 年ほど前、本県の大井川鉄道と阿里
山森林鉄路との間には、鉄道に関する施設整備・
事業経営面における実質的な交流を目指した姉妹
提携が行われています。提携当時に関わった人々
はすでに第一線を退かれていますが、熱い思いは
受け継がれ、その交流は途切れることなく、現在
に続いています。

東西に長い本県の伊豆半島のさらに南端に位置
する南伊豆町では、「景勝地として有名な弓ケ浜
を、年間を通じて人が集う場所にしたい」という
地元の方々の熱意が、海外からの参加者も交えて

年に数回開催されるオープンウォータースイミン
グ大会に結実しました。

オープンウォータースイミングは、湖・海など
の自然の水域を泳ぐいわゆる遠泳で、オリンピッ
ク北京大会から正式種目になっており、主に欧米
やオーストラリアで盛んな競技です。

波穏やかな天然の内湾と白い砂浜が特徴の弓ケ
浜を擁する南伊豆町は、この競技を町の交流・誘
客の核の一つと位置づけ、愛好者が多い国々から
参加を呼びかけてきました。台湾の日月潭で毎年
9月に3万人もの人が参加する世界最大級の大会
にも積極的に出かけて交流したことに加え、大会
の関係者や愛好者を招いて南伊豆町の良さを体験
していただいた結果、今では毎年選手が参加する
ようになりました。

青少年交流では、野球やバスケットの県高校選
抜チームが台湾の強豪校との対戦を毎年実施して
いるほか、静岡県内の高校を訪日教育旅行で訪問
する台湾の学校が次第に増えてきています。

さらに、誰もが気軽に楽しむことができるペタ
ンク（コート上に描いたサークルを基点として木
製の目標球に金属製のボールを投げ合って、相手
より近づけることで得点を競うフランス発祥のス
ポーツ）の相互訪問での交流試合、お茶愛好家団
体による台湾での茶文化交流等、多分野にわたる
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注釈：弓ヶ浜（南伊豆町）での大会には、毎年、台湾からの参加者も



交流が次第に広がりを見せています。
このように、本県には期間の長短はあっても、

交流に関わる人々の一致した思いによって交流が
前に動き出している事例が多く、路線開設により
その動きが一層活発となっています。

（3）ふじのくに静岡県台湾事務所の開設
鳥居信平と八田与一が、台湾でダムの建設に関

わっていた時代から 100 年が経とうとしていま
す。その間、日本と台湾はともに時代の荒波を乗
り越えて来ました。一昨年の東日本大震災では、
台湾の方々から温かい支援や励ましの声をいただ
き、胸を熱くした日本人は多いのではないでしょ
うか。

本県は、先人から学び、台湾の方々に語り継が
れるような一過性に流れない息の長い交流へさら
に“脱皮”するため、巳年の今年4月、台湾台北
市内に駐在員事務所を構えました。

事務所を構えた同じ日、台湾で最も高く、富士
山と同様、地元の人々から聖山として親しまれて
いる玉山と富士山に関わる民間団体が、友好山締

結に向けた覚書を取り交わしました。今後、山を
巡る様々な分野の交流が盛んになるよう本県とし
ても支援をしていきます。

そしてこの6月、富士山が世界文化遺産に登録
されました。本県が富士山のように憧れを集め、
誇りや尊敬の対象として存在する“ふじのくに”
として、台湾の方々からも親しんでいただけるよ
う、駐在員事務所を十分に活用し、さらに積極的
に取組みを進めていきたいと考えています。
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注釈：これまで交流のあった多くの台湾の関係者が開所を祝った

ふじっぴー

(静岡県承認済)



台湾知財セミナーを開催（1）

王美花

台湾では、本年1月に専利法が施行されたり、台湾要人が知的財産の重要性を訴えるなど、台湾の
知財を巡る状況は大きな動きを見せております。こうした中、交流協会は本年3月に王美花 台湾
経済部智慧財産局長をお招きし、日本の皆様へ台湾の知財政策、企業戦略をご紹介するセミナーを開
催いたしました。

王局長のご了解のもと、セミナーの概要を2回に分けてご紹介するとともに、ご参考としていただ
ければと思います。

❖ ❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖❖
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❖
❖
❖
❖
❖
❖
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◆王美花（Wang, Mei-Hua）
1958 年生まれ。台湾・経済部智慧財産局長（特許庁長官に相当）
1980 年（台湾）国立台湾大学法学部を卒業。経済部訴願委員会組長、経済
部中央標準局（基準局）専利処副処長を経て、1999 年経済部智慧財産局法
務室主任に着任。智慧財産局において専利三組組長、専利一組組長、商標
権組組長、副局長を経て現職。
台湾の知財政策、企業戦略について智慧財産局内で最も精通しているエ
キスパート。

皆さん、こんにちは。私は今回3回目になりま
すが、また台湾の知財関係のことについて、皆さ
まにお話ししたいと思います。

今日、私がお話しする部分としては以下の幾つ
かがあります。一つは特許、この専利権の出願状
況について。次に審査状況について。三つ目とし
て知財関係の法整備について。四つ目は、台湾と
ほかの国々、また台湾と中国の間での知財関係の
提携について。そして最後に、最近の IPR 政策、
知財関連の政策状況などについてご説明したいと
思います。

1．専利出願概況

まず初めに、専利権の出願状況についてお話し
します。2009 年に金融危機が起きました。その
金融危機の後、台湾では発明の特許、実用新案、
意匠についての出願はすべて少しずつ安定して上

がってきています。伸び率も安定しています。昨
年の特許出願は5万 1000 件ありました。

次にご覧いただいているスライドですけれど
も、これは台湾と外国の人々の特許出願を比べた
ものです。特に注目していただきたいのが緑の部
分ですが、これは日本の方の出願状況を表したも
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のです。これをご覧いただいてわかるように、特
許の出願量で見ますと外国の方の出願量のほうが
台湾の出願量より多くなっています。特に外国の
出願量の中で日本の方が占める割合は 40％に
なっていて、非常に大きな割合を占めていると言
えます。

次は、台湾の十大産業を示しているものです。
台湾の産業で発展しているものの状況を提示して
あります。特に出願量が多いものが書かれている
わけですが、半導体、情報産業、通信産業、そし
て先進材料といった分野に出願量が集中している
ことがわかります。

ここ5年間の、日本の台湾での特許の出願量を
見てみたいと思います。2011 年の数字ですが、
2010 年に比べて出願量が 18.5％増加しました。

そして 2012 年は、日本の方の特許の出願数が1
万 2000 件を超えています。過去5年間の日本の
方の台湾における商標の出願状況について見てみ
ますと、2012 年には出願数が 4200 に達していま
して、外国の方の出願の中では最も多くなってい
ます。

2．専利審査業務最新発展

次に、私たち智慧局にとっては重要になってき
ますけれども、特許の出願の処理状況について、
その状況をお話ししたいと思います。今、台湾で
は特許出願の審査待ち案件が非常に多い状況で、
2010 年からは人を増やすことによってこうした
状況を解決する取り組みを進めており、この人が
足りないという状況を解決しなければなりませ
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ん。しかし台湾では正式な公務員を増やしていく
ことがそんなに簡単にできることではありません
ので、私たちはここに示した（一）から（五）の
やり方などによって人手が足りない状況を解決
し、特許の審査待ち案件数を減らそうとしていま
す。

例えば検索センター（先行技術調査機関）をつ
くり、検索をしてくれる人たちを導入したりして
います。これに加え、兵役の代わりに特許に関す
る検索の仕事を手伝ってもらうといった手段も採
用しています。昨年は日本の手法を少し参考に
し、任期付審査官の導入なども行いました。これ
によって 170 人の方を採用しています。

こうした努力を重ねてきましたので、昨年少し
数字にその努力が反映されています。例えば

2012 年では、実際に審査が終了した件数、結審し
た件数が審査待ち件数を超えたという状況が出て
います。そのため、審査待ち特許件数が少しずつ
減ってきています。こうした努力を続けていくこ
とによって、目標の実現に向かって頑張っていま
す。その目標というのは、2016 年までに審査待ち
案件数を7万 8249 件に減らすこと、そして審査
処理期間を 22 カ月まで減らすという目標を掲げ
ています。

このように、今、審査に時間がかかっていると
いう状況がありますので、幾つかの施策を講じな
がら、普段はプロジェクトなどを実施しながら審
査にかかる時間を減らそうとしています。その中
で一つ AEP（審査加速制度）というのがあります
けれども、AEP というのはいずれの国とも2国
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間での協定は結んでいないものです。次の PPH
（特許審査ハイウェイ）は、2011 年にはアメリカ、
2012 年の5月には日本と提携を結びました。

そしてもう一つ、多数の出願をしている人に対
して技術が関連する出願を一回の面接でまとめて
審査を行うというやり方も奨励しています。実際
に AEP を行うに当たっては、三つの事由があり
ます。AEP については、例えば台湾の中小企業
が外国に対して出願をしていない場合でも、この
AEP を申請することが可能です。

今ご覧いただいている表は、AEP の実際の申
請数です。これは 2009 年から 2013 年にかけての
数字です。この表を見ていただくと、2012 年に
AEP を利用した申請が 1041 件と、数字が下がり
ました。これは何を意味しているかといいます

と、アメリカと日本に対しての出願が PPH とい
うシステムに移行して、こちらを使って申請する
人がいたことが原因です。

そしてこの AEP についてですが、今の数年間
を平均しますと審査にかかる時間は 80.9 日とな
りまして、非常に短い時間で審査が行えるという
ことになります。次にこちらは台湾・アメリカ、
台湾・日本との PPH の申請数です。日本とは昨
年5月に実施されたばかりですけれど、既に 200
件ほどの申請数があります。PPH 申請のファー
ストアクションは 1.7 月で、審査確定までにかか
る時間は 2.6 カ月です。

日本の全体の出願数から見ますと、この PPH
を利用している数は多くはないと言えますけれど
も、ほかの国とを比べますと日本の PPH の利用
は非常に多いと思います。日本の方はもちろん審
査はやはり早くしたいという考えがありますの
で、日本からの PPH の申請量はこれからますま
す多くなってくると考えられます。

3．知的財産権法制概況

次に、智慧局が関わりました関連法の改正につ
いて少しお話しします。この中で、専利法、商標
法、営業秘密法は、既に改正法を採択しています。
著作権法については現在改正について話し合いを
行っているところです。
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今回、専利法の改正には重要なことが含まれて
いて、非常に広い範囲に渡って改正が行われまし
た。ここに書いてあるものは、その中でも重点的
なものとして列挙してあります。例えば、猶予期
間に関する規定、外国語書面による出願に関する
規定、権利回復メカニズムに関する規定、分割出
願の期限に関して緩和されたといった内容、実用
新案と特許の併願、また補正に関する規定、専利
権の効力が及ばない事項についての規定、また医
薬品・農薬品の特許権存続期間の延長についての
改正もありました。さらに、無効審判、強制実施
権についても大きな改正があります。

また、専利権の侵害についての規定についても
改正が行われています。意匠については、部分意
匠、アイコン関連、組物意匠についても改法され
ました。さらに関連意匠が追加されていること
も、一つの重要な点になっています。

昨年は、この専利法の改正に伴って関連するさ
まざまな行政命令も出されています。そして特許
の審査基準についても、5篇 51 章にわたる基準
を改正したり増やしたりしました。さらにこうし
た問題に関する公聴会なども 30 回ほど開いてい
ます。

昨年発効しましたこの新しい商標法について、
皆さんが興味をお持ちではないかということにつ
いて少し触れたいと思います。この商標法によっ

て、守られる保護対象が広がりました。その中の
一つとして匂いの商標が加わりました。今日まで
既に私たちはこの出願を8件受けております。

その中で、日本の久光製薬が作っております薄
荷の香りのする湿布薬も出願されています。また
もう一つ、台湾の会社が作っている白花油という
ものも出願されています。この製品をよく使って
いる人にとっては、少し香りを嗅げばすぐどこの
製品かわかるかもしれませんけれども、そうでは
ない一般の消費者はその香りを嗅いでも一体どこ
のものかはなかなか区別が付かないかと思いま
す。今、審査官にとって頭の痛い問題は、この匂
いについての説明です。この説明をどのようにす
ることで特定されるのかといった点が、非常に頭
の痛いところです。こういった問題もあり、この
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二つの出願については今もまだ審査中です。
次に、商標登録の費用の納付が遅れた場合の権

利回復申請についてです。この新しい法律が発効
してから現在まで、この回復申請を行ったものは
56 件ありまして、実際にそれが認められたものは
30 件です。われわれ智慧局はこの権利回復申請
について審査を行うに当たり、その間に第三者が
この商標の登録を行っていないかどうか、そう
いったことについても確認を取ります。

次は欧米諸国のやり方にも似ているかと思いま
すけれども、無効審判ですとか取消の対象になっ
ている商標についてです。そういった申し立てが
行われたものについては、自分がどのようにその
商標を使っているか、その使用の証拠の提出を行
わなければなりません。実際に、使用状況の証拠
を行わなければならないとされたケースは 43 件
ありました。そして実際に取消となったものは8
件あり、このメカニズムそのものはスムーズに運
営が行われている状況です。
また、商標が侵害されるケースもあります。今回
の新しい法律ではこの商標の保護も強化していま
す。例えば商標の信用が減損する可能性がある場
合には、それについて保護を求めるよう主張する
ことができます。商標権を侵害しようとしている
準備ですとかそれに関する加工などを行っている
場合、そういった行為そのものも商標権の侵害と

見なされることになりました。
こうした中、実際に商標権が侵害されている一

つのケースがあると、それがどのぐらいの侵害の
度合いになるか検討します。私たちは研究機関な
どにそういったことも依頼しています。裁判所の
ほうも、その中で実際の侵害がどのぐらいである
か、加害者がどのぐらいの侵害行為を行っている
かといったことを斟酌していきます。

そのほかに、昨年は商標に関するシンポジウム
も開いています。こうした法律をどのように使え
ばいいかといったことを紹介するシンポジウムも
開いています。

次に、この2年間にわたって検討を重ねてきて
いる著作権法についてお話をしたいと思います。
私個人としては、この著作権法の改正というのは
非常に難しいものだと考えています。その理由と
して、著作権法の中の権利の分類が非常に細かい
ということであり、そのため理解しにくくなって
います。結果的に授権制度、ライセンシングの制
度の確立がうまくいかないといった状況があると
考えるからです。また、頒布および権利の権利消
耗原則についても明確な規定がなされていないた
めに、市場ではトラブルが起きやすい状況がある
からです。また、今はネットワーク、デジタル化
の時代ですけれども、その要望にしっかりと応え
られる状況になっていない上、合理的な使用に限
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度があるということが挙げられます。
そのため、著作権法の改正は段階を追って進め

るというやり方を取っています。まず一つ目の段
階は、著作権の構造についてです。特に無形的権
利の改正に関しての調整、検討をしっかり進める
という段階。次の第2段階は、財産権の制限に関
する規定をどのように作っていくか検討を進める
段階です。第3段階として、被雇用、また出資雇
用者の著作に絡むことについて検討を進める。こ
のように、段階を追って改正の作業を進めていま
す。

それから、特にネット上で著作権の侵害を防ぐ
ということに非常に難しさがあるという議論があ
ります。そのため、これを防ぐための制度、例え
ばスリーストライクルールの導入をするべきか、

また国外で重大な権利侵害が起こっているウェブ
サイトの封鎖などを含めての検討も行われていま
す。ですからこうして見ますと、著作権法の改正
を行う所の全体について改正を進める、そういう
視点でやらなければならない作業になります。

次は、営業秘密法の改正についてです。ここ2
年ほど、台湾の重要な産業内でこのような事件が
起きています。例えばある人がその会社を辞めた
とき、その会社の秘密を持って新しい会社に行く、
その新しい会社に前にいた会社の秘密を漏らすと
いうケースが起きています。しかしもしこの秘密
が海外に漏れることになりますと、これはもう個
別の会社の問題ではなく、台湾産業全体にとって
大変大きな損失があると言えます。

しかし、もともとこの営業秘密法というのは民
事責任だけをうたっていて、刑事責任はうたわれ
ていませんでした。ですからこのケースを刑法に
よって裁こうとすると、規範、制度などが充分で
なく、また法律も充分でないということで、うま
く刑の適用ができなかったケースがありました。
そのため、この新しい営業秘密法の中では刑事罰
が新しく規定されています。2013 年に立法院で
採択されましたけれども、検討チームができてか
ら非常に早いペースで実際に改正法が採択された
という数少ない法律のケースです。

営業秘密法の中では、四つの行為が規定されて
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います。まず一つが、不正なやり方で情報を盗み
取るということ。二つ目としては、権利を授けら
れていないにもかかわらずこれを複製、または使
用、漏えいすること。もう一つは、削除するよう、
廃棄するように言われているにもかかわらずそれ
を行わず、その情報を隠匿しているという状況。
そして四つ目としては、悪意転得者の取得、使用、
漏えいです。

特に注目すべきは第2番目と第3番目ですけれ
ども、この人がもともと権利を有さないでこうし
た行為を行なった場合は刑事責任を行わなければ
なりません。またその処罰も重いものになってい
まして、5年以下の懲役刑または拘留という刑罰
が法定刑です。罰金も大変な額が取られます。ま
た、この情報を外国に漏らした場合は刑罰がさら
に重くなります。刑罰として見ますと1年以上
10 年以下の懲役となって、これは非常に重いと言
えます。

この法律を審議する立法委員たちも、台湾の中
の情報をほかの国――例えば大陸も含まれていま
すけれども、そういった所に漏らす行為を行った

場合には、これを厳しく罰するべきだという声が
上がっていました。この訴追要件としては親告罪
が原則です。しかし一つ特徴的なものとして告訴
可分というやり方を取っていまして、例えば2人
被告がいて、そのうち違法行為を犯した人がいる
場合には、その1人だけを訴えることができます。
また、域外での利用であれば公訴罪となります。

（次号に続く）
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台湾海峡をめぐる動向（2013 年4月～5月）

政治対話に消極的な台湾、民間による対話推進を狙う中国

松本充豊（天理大学国際学部）

1．ボーアオ・アジア・フォーラムの開催

4月6日から8日までの3日間、中国・海南島
博鰲（ボーアオ）で「ボーアオ・アジア・フォー
ラム」の 2013 年度年次総会が開催された。台湾
からは前副総統の蕭萬長氏が参加し、8日には中
国の習近平国家主席との会談が行われた。

蕭氏は5年前、副総統就任を控えて同フォーラ
ムの 2008 年度年次総会に参加し、「正視現實、開
創未來、擱置争議、追求双贏（現実を正視し、未
来を開き、争点を棚上げし、相互利益を追求する）」
という台湾の対中国政策の基本方針を提起した。
これを受けて中国側では、後に中国共産党の胡錦
濤総書記が「建立互信、擱置争議、求同存異、共
創双贏（相互信頼を確立し、争点を棚上げし、小
異を残して大同につき、相互利益をともに創造す
る）」という中国側の対台湾政策の基本方針を示
し、その後の中台関係の改善につながった。

注目された蕭氏と習氏との会談では、蕭氏が、
両岸が共同してグローバリゼーションの新たな局
面に向き合い、ビジョンを構築し、地域統合に参
加することを提案した。そして、「鞏固互信，堅定
向前，務實開展，深化合作」（相互信頼を強化し、
しっかりと前を向いて、実務的に展開し、協力を
深化させる）という 16 文字で、今後の中台関係に
対する期待を述べた。

これを受けて、習氏は、①両岸の同胞は家族で
あるとの理念に基づき両岸が経済協力を促進する
ことを望む、②両岸が経済分野でハイレベルな対
話と協調を深め、共同して経済協力を推進して新
たな段階へと邁進することを望む、③両岸が
ECFA 後続協議の交渉過程を加速し、経済協力の

制度のレベルを高めることを望む、そして④両岸
の同胞が団結して協力し、共同して中華民族の偉
大なる復興の実現に尽くすことを望む、という4
つの希望を表明した1。

このほか、蕭氏は、台湾の経済発展の経験と価
値は、アジアの地域経済統合の「資産」であり「負
債」ではないと述べて、台湾はアジア太平洋地域
の多角的な経済統合に参加すべきとの考えを強調
した2。

2．中国・四川省で大地震、台湾から救済支援

（1）官民による救済支援
4月 20 日午前8時すぎ、中国の四川省雅安市

蘆山県を震源とするマグニチュード 7.0 の地震が
発生し、死者約 200 人、負傷者1万3千人以上と
いう大きな被害が出た。台湾では、地震発生直後
から支援に向けた動きが始まった。馬英九総統は
同日、中国側に対し哀悼の意とお見舞いを述べる
とともに、台湾側は必要な救済支援を行う用意が
ある旨を伝えるよう、行政院大陸委員会（陸委会）
に指示した3。また、台湾赤十字社や世界展望会
などの民間団体も救援活動の準備に取り掛かっ
た4。

22 日には、行政院が 2010 年に中国で発生した
青海玉樹地震や甘粛省舟曲県での土石流災害の前
例を参考に、100 万米ドルの義捐金を中国側に贈
ることを決定した。この義捐金は台湾の海峡交流
基金会（海基会）を通じて中国の海峡両岸関係協
会（海協会）に渡された。また、陸委会も同日、
内政部や外交部など関係省庁と国内の主要な民間
慈善団体を集めて、今後の救済支援や復興支援に
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ついて連絡と調整を行った5。翌 23 日には、馬総
統もフェイスブックで地震の被害者に改めてお見
舞いを述べるとともに、「ともに四川の被害者の
ために支援を行い、祈りを捧げてほしい」と読者
に対して義捐金を呼びかけた6。

（2）台商も多額の義捐金
今回の大地震の被害には中国でビジネスを展開

する台湾企業（台商）も強い関心を寄せ、大手企
業からは多額の義捐金が贈られた。鴻海精密工業
と台湾プラスチックはそれぞれ 5,000 万人民元

（約 2.4 億台湾元）、旺旺グループは 500 万人民元
に加えて、創立者の蔡衍明氏個人が 2,000 万香港
ドルを寄付した。寶成国際グループは被災地の復
興支援に向けて現金 1,000 万人民元と同額の支援
物資を提供した。このほかにも多数の大手企業か
ら義捐金や支援物資が贈られたが、労働組合が募
金活動を行った企業もあれば、従業員の1日分の
給与を義捐金に充てた企業もあった。4月 23 日
の段階で義捐金や支援物資の総額はすでに8億台
湾元を超えた7。

（3）中国・国台弁が支援受入状況を発表
中国・国務院台湾事務弁公室（国台弁）の楊毅

報道官は5月 15 日の定例記者会見で、被災地へ
の台湾からの義捐金が5月 14 日までに、約3億
4,800 万人民元（約 57 億 900 万円）に上ったこと
を明らかにした。このうち、2億 4,800 万人民元

（約 41 億 3,000 万円）は義捐金の受付専用口座に
振り込まれ、支援物資の総額は 1,628 万人民元（約
2億 7,000 万円）となった。

楊報道官は「地震発生から1カ月が経過したが、
台湾からの寄付は続いている。大陸側は被災地の
状況と復興計画に応じて、台湾同胞からの寄付、
物資を最も必要な場所に投入する。この場で再度
被災地の住民を代表して、多数の台湾同胞が大き
な災難が起きた際に示した同胞の深い情に対し

て、深謝したい」と述べた8。

3．馬英九総統、「政治対話を急ぐ必要はない」

現在、中台関係の大きな焦点の一つとなってい
るのが、馬英九総統の2期目の任期中に政治対話
が行われるかどうかという問題である。馬総統
は、4月上旬と下旬に行われた『聯合報』と『中
國時報』のインタビューのなかでこの問題につい
て触れた。
『聯合報』とのインタビューで、馬総統は「政治

対話は人々がいま必要としているものだろうか。
おそらくそうではないだろう」と語り、中国との
政治対話を「急ぐ必要はない」との認識を示した。
また、中国との交渉は漸進的なやり方で進めなけ
ればならないと強調した。

昨秋の中国共産党第 18 回党大会では、胡錦濤
総書記（当時）が政治報告のなかで「国家がまだ
統一されていない特殊な状況の下での両岸の政治
関係を検討し、情理にかなった処置を行う」こと
を望むと述べたが、馬総統はこれに対して「中華
民国は 20 年も前にまさにそうした処置、すなわ
ち憲法改正を行っている」と述べた。「当時の憲
法改正で中台関係は明確に位置づけられた」と指
摘したうえで、「対等であることは重要で、我々は
相手を共匪と呼びはしない」9と語った。
『中國時報』とのインタビューでは、馬総統は、

中国側は「安定のなかに進歩を求める」と繰り返
し表明しているので、台湾に対して如何なる圧力
もかけてくることはないとの見方を示した。そし
て、もし政治対話を行わねばならないのなら、「で
は、何を話すのか？」と語り、「政治で何かをやる
には、台湾では機が熟していない」との認識を示
した。「両岸は政治対話を行うべきだと主張する
者は少なくないが、誰一人として具体的に何を話
すべきなのかはっきりとは語っていない」と指摘
し、「皆に一致した意見がないのに、なぜ急がねば
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ならないのか？」とも述べた10。

4．海峡両岸関係協会の新会長に陳徳銘氏

中国・海峡両岸関係協会（海協会）では4月 26
日の理事会で、陳雲林会長の退任に伴い、前商務
部長（大臣）の陳徳銘氏が新たな会長に就任する
ことが決まった。陳氏は今年 64 歳、南京大学国
際商業院管理系を卒業後、台湾企業が多く進出す
る江蘇省蘇州市の市長、書記などを歴任し、2008
年から商務部長を務め、今年3月に退任した。

陳氏は、「両岸の経済協力を深化させることが
現段階の両岸協議の優先課題であり重点である」
としたうえで、「その余地と潜在力はまだまだ大
きい」と述べた。また、「世界経済がまさに調整期
に入ろうとしており、それと同時に地域経済統合
の発展も迅速である」との認識を示し、「両岸はこ
うした挑戦に直面するなかで、経済関係の正常化、
貿易の自由化を推進し、互いに協力して国際競争
力を高めて、世界経済の調整過程において機先を
制さなければならない」と強調した11。

前任の商務部長であり、産業や国際経済協力に
詳しい陳氏の海協会会長就任は、中国側の対台湾
工作が、両岸による経済協定の締結から、地域経
済統合にまたがる問題へと重点を移しつつあるこ
とを示すものといえよう。

5．海協会前会長の陳雲林氏、訪台

中国・海協会会長を退任したばかりの陳雲林氏
が、国民党名誉主席の連戦氏と両岸和平基金会の
招待を受けて、5月6日から8日間の日程で台湾
を訪れた。陳氏は、台湾の友人たちに会うこと、
台湾側の海基会の友人たちへの挨拶、そして海協
会顧問として両岸和平基金会の関係者と意見交換
を行うことが今回の訪台の目的であるとしたうえ
で、「今後も限りある力を両岸の人民のための仕

事に注ぎ込みたい」と語った12。
7日、陳氏は海基会の林中森董事長と会談した。

陳氏は、国際経済での各国間の競争が激しさを増
すなか、最近周辺のある国が台湾の産業の優位性
を奪い取ろうとしていると述べて、両岸の産業が
相互に助け合い協力する必要性を強調した13。9
日には台南を訪問し、連戦氏や奇美実業の創始
者・許文龍氏らとともに台南の観光地を見学した。
陳氏は「海協会会長当時に一度来てみたいと思っ
ていたが、公務が忙しく実現できなかった。やっ
と念願が叶ってうれしい」と感想を述べた14。そ
の後、11 日には花蓮、宜蘭を訪れ15、12 日には宋
楚瑜氏をはじめ親民党の関係者らと昼食をともに
した16。

6．「辜汪会談」20 周年記念行事の開催

（1）馬英九総統の挨拶
「辜汪会談」（中国では「汪辜会談」と称される）

開催 20 周年を記念する行事が台湾と中国で開催
された。「辜汪会談」とは、1993 年4月 27 日～29
日にかけてシンガポールで行われた台湾・海基会
の辜振甫董事長（当時）と中国・海協会の汪道涵
会長（当時）による第1回目の中台交流窓口トッ
プ会談のことである。

台湾では4月 29 日、海基会主催による記念行
事が行われた。これに出席した馬英九総統は挨拶
のなかで、「『辜汪会談』は両岸関係の新段階を切
り開き、交渉によって敵意を和らげ、協議で対抗
に取って替えた」と述べて、「両岸の平和のために
不朽の一里塚を築いた」との評価を示した。その
うえで、馬総統は今後の対中政策および中台関係
について、「国内外を問わず、我々は『二つの中国』、

『一つの中国、一つの台湾』、あるいは『台湾独立』
のいずれも推進することはない」と明言した17。

なお、この記念行事には、「辜汪会談」実現の台
湾側の立役者だった李登輝氏（当時、総統）、連戦
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氏（当時、行政院長）は招待されなかった18。

（2）台北フォーラム主催の記念座談会
4月 28 日には、台北フォーラム（「台北論壇基

金会」）主催の座談会が開催された。ここでは、台
湾が中国との政治対話を開始すべきかどうかにつ
いて、出席者から様々な意見が表明された。

前副総統の蕭萬長氏は、「両岸では 60 年以上も
別々に統治が行われてきたため、互いの政治的な
観点、認知には依然として相当大きな違いがある。
それを短期間に解決するにはまだ機が熟していな
い」との認識を示した。国民党名誉主席の呉伯雄
氏も、「もし台湾内部での意見の不一致を減らす
ことができないようなら、いま政治問題を語るこ
とはリスクと困難を伴う」と述べた。

そうしたなかで、海基会前会長の江丙坤氏だけ
が、政治対話に前向きな姿勢を示した。江氏は、

「馬英九総統は今後3年間の残された任期を利用
して、大陸側との軍事相互信頼メカニズムの確立
と平和協定の締結を含む政治議題の解決を実現さ
せるべきである」との考えを表明した19。

（3）北京でも記念行事を開催
中国でも4月 26 日から「汪辜会談」を記念する

行事が北京・人民大会堂で行われた。この記念行
事には、全国政治協商会議の兪正声主席（党中央
対台工作領導小組副組長）、楊潔篪国務委員（党中
央対台工作領導小組秘書長）、国台弁の張志軍主
任、海協会の陳徳銘会長ら対台湾工作部門の要人
が出席して、それぞれ演説を行った。

兪正声氏は、「『汪辜会談』は両岸関係が歴史的
な重要な一歩を踏み出したもので、両岸関係が前
進するうえでの重要な一里塚となった」とその意
義を強調した。また、同会談は「両岸の協議の基
礎としての『92 年コンセンサス』の重要性を明確
にし、それが掲げる対話により対抗に替え、協議
により協力を促進するという精神は、今も両岸関

係の現在と未来を切り開いている」と評価した。
そして、「我々は両岸双方が引き続き両岸協議を
積極的に促進し絶えず新たな成果を手にし、共同
で両岸関係の平和的発展を推進し、両岸の同胞が
団結して連携することを鼓舞し、心を同じくして
中華民族の偉大なる復興という中国の夢を実現す
ることを望んでいる」と述べた20。

（4）政治対話をめぐる発言
台湾での記念行事とは対照的に、中国では中台

間の政治対話をめぐって前向きな発言が相次い
だ。楊潔篪氏は、「両岸関係の長期的な発展に目
を向けて、我々は両岸の民間による政治対話を奨
励し、コンセンサスを積み重ね、今後の両岸協議
が政治的分岐の問題を解決するための条件を徐々
に創造し、全面的に両岸関係の平和的発展を推進
するために新たな推進力を増やしていく」と述べ
た21。張志軍主任は、「今年の工作の方向性は『漸
進的に推進し、全面的に発展する』と概括できる」
としたうえで、「我々は引き続き両岸双方の政治
的相互信頼の強化を促し、一つの中国の立場を堅
持して連接点を探求し、共同点を拡大し、一つの
中国の枠組みを維持するという共同の認識を増進
させねばならない」と強調した22。

さらに、陳徳銘氏は、「今後の両会（海協会と海
基会）の交渉とやり取りでは、我々は引き続き『92
年コンセンサス』をしっかりと堅持し維持して、
大陸と台湾は同じく一つの中国に属しているとの
共通認識を強固なものにし、絶えず積み重ねて、
両岸の政治的相互信頼を強化して、両岸の交渉に
とってより有利な条件を創造し、さらに広い前途
を切り拓かねばならない」と述べた。そして、

「我々は、両岸関係の発展は易しいことから先に、
難しいことは後で、順を追って一歩一歩進めると
いう基本方針に従わねばならないが、しかし人為
的にタブーを設けるべきではない」と強調し、「両
岸関係の発展が深まるにつれて、双方は結局政治
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的な難題を解決する道を実務的に探さねばならな
い。海協会は両岸の学術機構や関係者が政治問題
に関する交流や議論を行うことを支持し、両岸の
民間による政治対話を支持する」と表明した23。
以上の発言からは、中国側が台湾側との政治対話、
とくに民間による政治対話を進めていこうとする
姿勢が明確にうかがえる。

7．中国問題をめぐる民進党の動き

（1）中国のシンクタンクとの対話を検討
民進党中国事務部の洪財隆主任は4月9日、民

進党中央が同党のシンクタンク「新境界文教基金
会」を通じて中国のシンクタンクとの学術シンポ
ジウムの開催を検討していることを明らかにし
た。同党の林俊憲スポークスマンは、「民進党の
シンクタンクはこれまで中国のシンクタンクとの
シンポジウムを共催した経験はなく、実現すれば
同党の中国との交流にとって大きな前進となり、
民進党と中国のシンクタンクが初めて正式に向か
い合って行うセカンドトラックによる対話と見な
すことができる」との認識を示した。

中国側では先頃、国台弁の張志軍主任が、民間
が先行して政治対話を行い、民間のシンクタンク
が「平和フォーラム」を開催することを奨励しな
ければならないとの考えを示した。これについ
て、洪主任は、中国側が民間による「平和フォー
ラム」の開催に向けた機運を高めようとしている
ことに民進党も注目しているとしながらも、同党
が検討しているシンポジウムは「全方位の対話」
であり、政治議題を議論するのではなく、中国側
と民主や人権といった議題を含んだ社会議題の対
話を行うことを強く希望していると述べた。

（2）「台湾独立、建国に市場はない」
4月 23 日、台灣守護民主平台協會主催のシン

ポジウムで、國立清華大學人文社會學系副教授の

姚人多氏が発言した内容が話題となった。「民進
党が苦境に立たされているのは、『92 年コンセン
サス』と同列の代替物を提出できないからだ」と
の見解を示したうえで、「台湾独立、建国という主
張はすでに市場を失っており、大多数の住民を説
得して独立できると信じさせる時代は過ぎた」と
述べた24。実は、姚氏は蔡英文氏の重要幕僚の一
人と見られている人物である。その姚氏による、
上記のような発言は民進党関係者のあいだで議論
を呼ぶことになった。

この発言に対し、民進党は 24 日、姚氏個人の発
言であるとの認識を示した25。蔡英文氏も同日、
個人にはそれぞれ異なる考えがあるが、自分たち
はすでに主権独立国家であると信じていることが
我々の最大公約数であるとの見解を示した26。

（3）辜寬敏氏の発言
台湾独立派の長老とされる辜寬敏からも注目発

言が飛び出した。辜氏は「台湾はすでに完全な、
独立した国家であるのだから、いまはもう独立の
問題は存在せず、正常な国家であるかどうかとい
うことが問題だ」との見解を示した。台湾独立を
追求してきた辜氏の従来の立場と大きく異なる発
言について、辜氏は「私の頭も進歩したので、賢
くなっただろう」と語った。

辜氏は、国家の正常化は台湾の次の段階の努力
目標であると指摘し、台湾憲法の制定はそれを実
現する重要な一歩であるとしながらも、中華民国
憲法が存在する現状を尊重する態度も示してい
る。ただし、辜氏は「自分も中華民国憲法を承認
しているが、謝長廷氏の『憲法各表』とは完全に
異なる」と強調している。「なぜなら、謝氏は現在
の憲法を肯定しているが、辜氏は正常国家となる
ことを主張しているので、現在の憲法を改めてし
まう必要があるからだ」と述べている27。
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（4）民進党、中国事務委員会の初会合を開催
民進党は5月 10 日、中国事務委員会の初会合

を開いた。召集人を務める蘇貞昌主席をはじめ、
謝長廷氏（元行政院長）、游錫堃氏（元行政院長）、
蔡英文氏（前党主席）、邱義仁氏（元国家安全会議
秘書長）、呉乃仁氏（元党秘書長）、陳菊氏（高雄
市長）、頼清徳氏（台南市長）、柯建銘氏（立法院
党団総召集人）ら9名の委員全員が顔をそろえた。

中国事務委員会の設置は、昨年5月に蘇貞昌氏
が党主席に当選した際に表明したものである。当
初は謝長廷氏の召集人就任が有力視されていた
が、党内に異論があったことから、最終的には蘇
氏自身が兼務することになった。その後の紆余曲
折を経て、本年5月1日にようやく委員の名簿が
発表された28。そこには同委員会への参加を断っ
た謝氏の名前はなかったが、その直後に蔡英文氏
が謝氏を委員に加えるよう主張し、陳菊氏も名簿
発表前、蘇主席に同様の進言を行っていたことが
伝えられた29。最終的には、5月6日、蘇主席が
改めて謝氏に参加を要請し、謝氏もそれを受諾し
た30。

初会合では、中華民国憲法をめぐって謝長廷氏
と邱義仁氏との激しい議論が繰り広げられた。

「憲法各表」を訴える謝氏が「憲法と党綱領に違反
しなければ、民進党と共産党は当然交流できる」
と主張したのに対し、邱氏は「謝氏は憲法に違反
してはならないというが、憲法を両岸交流の前提
として掲げる必要はない」と述べたうえで、「我々
は本心からこの憲法を受け入れているのではな
く、やむを得ない選択だ」と強く主張したという。
党内有力者が一堂に会する形となった中国事務委
員会だが、民進党内に存在する党の路線に関する
矛盾をそのまま抱え込んだ形となったようだ31。
なお、謝氏は4月初旬にも、「民進党の両岸政策は
国民党とあまりに違いすぎてはいけない、そうで
ないと台湾は分裂してしまう」との考えを示して
おり、「民進党の中国政策は失敗だった」との発言

には、民進党内からの反発も起こった32。

（5）蘇貞昌主席、「もう台湾独立を叫ぶ必要はな
い」

5月 29 日、民進党の蘇貞昌主席は記者団に対
して、「新疆やチベットと異なり、台湾は主権国家
で、すでに独立している」としたうえで、「最も重
要なのは国家建設であり、再び台湾独立を掲げる
必要はない」との認識を示した。蘇氏は、「民進党
と共産党との交流は、如何なるレベルの対話の
ルートでも可能である」と強調した。そして、民
進党の主席として、蘇氏の対中国政策の立場は「台
湾前途決議文」であると語り、戦略の検討は中国
事務委員会で行うと述べた33。

8．台湾・中国のサービス貿易協定まとまる

中台間のサービス貿易協定の内容がまとまっ
た。経済部が提出した資料によると、中国が台湾
に対して WTO で承諾した項目を上回る 65 項目
の開放を承諾したという。陸委会の王郁琦主任委
員と経済部の卓士昭次長（次官）が5月2日、立
法院で同協定の開放項目とその台湾への影響につ
いて説明を行った。

中国の台湾に対する開放内容は、①台湾企業の
単独投資の開放、または持ち株比率の上限引き上
げ、②台湾系企業が提供できる業務範囲または対
象地域の拡大、③台湾企業による中国でのサービ
ス業経営の利便化、などが含まれている。そのう
ち最も注目されているのは電子商取引で、台湾企
業が福建省に開設する営業拠点の持ち株比率を
55％にまで高めることが認められた。これは、中
国が WTO で行っていた承諾を上回る優遇措置
となっている。また、福建省で開設されたサイト
は中国全体を結ぶことが可能で、営業対象地域は
福建省に限定されない。

文化・クリエーティブ産業では、台湾からの書
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籍輸入の審査手続きが簡素化され、これにより輸
入がスピードアップされる。これは、中国本土と
香港との CEPA（経済・貿易関係緊密化協定）に
は盛り込まれていないものであるという。運輸で
は、台湾企業が合弁で中国の都市間の定期旅客輸
送業務を経営すること、単独資本で貨物輸送ス
テーションを開設すること、そして合弁で貨物・
旅客両用ステーションを開設することが認められ
る。海運では、福建省で単独資本による港湾での
積み下ろし、コンテナヤードの経営が認められ、
資本額や支社開設で中国企業と同等の条件が提供
される。航空では、台湾企業による単独資本での
航空運輸代理業の経営が認められ、最低資本額は
中国企業に準じたものとなる。医療では、これま
での ECFA（両岸経済協力枠組み協定）のアー
リーハーベスト・リストでは上海市、江蘇省、福
建省、広東省、海南省に限られていた台湾資本に
よる病院開設地点が、21 の省都、4つの直轄市に
まで広げられる。電信では、台湾企業によるイン
ターネット・プロバイダーサービス、コールセン
ター、オフショア顧客サービスセンターなどの経
営が認められた。ただし、持ち株比率には上限が
設けられる34。

なお、このサービス貿易協定は、ECFA の後続
協議であり、中台間で調印される 19 番目の協定
となる。6月にも開催される中台交流窓口の第9
回トップ会談で調印の見通しとなった。

9．馬英九総統就任5周年の世論調査

台湾・『聯合報』は5月 14 日、馬英九総統の就
任5年目を前に実施された世論調査の結果を発表
した。

それによると、過去1年間を通じて、中台関係
と外交面での馬総統に対する住民の満足度は約4
割ないし4割を超えているのに対し、全体的な施
政に対する満足度はわずか 21％と過去最低を記

録し、不満と答えた割合は 69.7％と過去最高の数
字となった。馬総統の残りの任期となる今後3年
間については、57.5％が経済問題（景気の回復）
を最優先すべきだと考えており、中台関係の発展
を優先すべきと考えているのはわずか 1.8％だっ
た。

中台関係に関わる問題について細かく見てみる
と、馬総統の2期目に入って以来、政府が推進す
る両岸交流のスピードに「満足」と答えたのは
44.9％、「不満」と答えたのは 39.7％となってい
る。中台間で引き続き経済・文化交流を拡大させ
ことが「必要である」と答えたのは 57.1％、「必要
でない」と答えたのは 31.7％だった。

中台の政治対話については、馬総統は2期目の
任期中に中国側との政府レベルでの政治対話を

「行うべき」と答えたのは 43.7％、「行うべきでな
い」と答えたのが 40.8％となっている。両者の差
はあまり大きくはなく、この問題では台湾の民意
が割れていることが見て取れる。なお、馬総統が
掲げる地域平和という外交政策に対しては、「満
足」と答えたのは 55.4％、「不満」と答えたのは
31.7％となった35。

10．中国が台湾の「中華文化基本教材」を導入

台湾の高校向けの国学教材「中華文化基本教材」
（以下、「基本教材」）が中国の高校でも使われるこ
とになった。中国の中華書局は本年7月、同教材
をベースにした「中華文化基礎教材」（以下、「基
礎教材」）を刊行する。中国の「基礎教材」では、
台湾の「基本教材」に掲載された台湾の事例を中
国の事例に差し替えて、中国大陸での言語習慣と
合わない表現についても適宜修正が施されるが、
その他については「基本教材」の内容や構成がそ
のまま踏襲される。「基礎教材」は、今秋の新学期
から北京四中など全国 30 校あまりの有名高校で
試験的に採用される見通しである。
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今回、中華書局が「基礎教材」を取り入れたの
は、高校レベルの伝統文化教育に新たな模範教材
を提供し、学生に対する教育と中華民族の優れた
伝統文化の伝承を通じて、民族感情と世界的視野
を兼ね備えた現代の中国人を育てるという趣旨に
よるものである。同教材は、単に国学の古典を整
理するだけでなく、西洋の著名な思想家の名言も
多数引用され、また現代人の観点やグローバル化
の視野から伝統的な儒学の経典に多角的な注釈を
施しているとして、中国の国学研究の専門家から
も高く評価されている。

台湾では、1960 年代から高校で「中華文化基本
教材」を用いた授業科目が設置され、『論語』『孟
子』『中庸』『大学』の四書は高校3年生の必修科
目とされていた。しかし、民進党政権期には同政
権が推進した「脱中国化」の一環として、「基本教
材」を使った科目は「選修」（選択学習）科目に格
下げされた。昨年、2年間に4単位履修する「必
選」（選択必修）科目に改められたが、現在四書は
単独で大学の試験科目には入っていない。

中華書局は「基礎教材」を基礎として、北京四
中、衡水中学、合肥一中、武漢四中、華南師範大
学付属中学など著名な高校と協力して、中華伝統
文化教学研究の拠点づくりを行い、国内の高校を
対象とした中華伝統文化の教育サービスシステム
の確立を目指すという36。

11．台湾・『聯合報』、中国の対台湾工作部門の
要人にインタビュー

台湾の『聯合報』は5月末、中国の対台湾工作
部門の要人とのインタビューの模様を掲載した。
インタビューを受けたのは、政治協商会議主席の
兪正声氏、国務院台湾事務弁公室主任の張志軍氏、
そして海峡両岸関係協会会長の陳徳銘氏の3名
で、対台湾工作部門の要人が台湾のメディアのイ
ンタビューを受けるのは今回が初めてである。以

下では、彼らの発言の主な内容と、それに対する
台湾側の反応について紹介する。

（1）兪正声氏の発言
兪正声氏は、「情理にかなった処置を行う」とい

う表現に関連して、「国家がまだ統一される前の
両岸の政治関係は『進行式』のものである」と語っ
た。「それは実践のなかで絶えず探求し協議する
必要がある」と指摘し、「それには既成のモデルな
どはなく、両岸双方が向かい合って進み共同で努
力することによって決まる」と述べた。この「向
き合って進む」とは、皆が「一つの中国」の目標
に向かって進むことを意味するのだという。そし
て、「両岸は経済協力を増やさねばならず、台湾と
大陸が一体となれば双方にとってプラスとなる。
文化交流は中華文化に対するアイデンティティを
強め、ともに中華民族の子孫であるとのアイデン
ティティを強めることができる。政治交流はまず
は戦争状態を解除し、平和協定を締結することで、
これも情理にかなった処置を行うことである」と
述べた37。

また、兪氏は、民進党との関係について、「台湾
独立を主張しなくなれば、我々はすぐに彼らと接
触することになろう。台湾独立を掲げさえしなけ
れば、その他はみな両岸関係が前進するなかでの
波瀾にすぎず、みな必ず解決できるものだ」と語っ
た。

さらに、「台湾側が中国資本に対してもっと開
放すれば、多くの中国資本は台湾に進出する」と
の見方を示し、「中国資本の台湾への進出にとっ
ての障害は中国側にではなく、主に台湾側にある。
制限を減らすべきだ。中国資本の台湾への進出
は、両岸の経済をさらに緊密に結合させるだけだ。
平和的発展の局面を逆転させてはならない」と述
べた38。
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（2）張志軍氏の発言
張志軍主任は、「両岸の政治問題は早晩直面す

る問題だが、そんなに容易に処理できる問題では
ない。しかし、何も話し合わずに問題は解決でき
ない」との認識を示したうえで、「我々は民間の専
門家、学者、シンクタンクがまず話し合うこと、
まず民間から進めることを奨励している」と述べ
た。
「情理にかなった処置を行う」ことに関連して、

張氏は「我々は台湾側の意見を聞いてみたい」と
語り、「さらに難しいことも話し合ってこそ、双方
の相互信頼を増進させることができるのだ」と強
調した。そして、「現実的な問題を考慮したうえ
で、一つの中国の基礎のうえで、双方が受け入れ
られる方法を追求すること、それが情理にかなっ
た処置を行うということだ」と述べた。

また、台湾の地域経済統合への参加について、
「台湾にとって最も有効で、コストが最も低く、最
も手っ取り早い方法は、両岸の経済交流と協力を
深化させることだ」と語り、「両岸の経済協力は台
湾が地域経済統合に加わるための架け橋を提供し
ている」と述べた。「我々は、両岸の経済協力を推
進すると同時に、台湾が地域経済統合に参加する
ための実行可能な道を追求できる」としたうえで、

「この点で我々には台湾側の具体的な考え方を理
解する必要もある。双方がまず意思疎通を行い、
そのプロセスは実は互いに政治的相互信頼を確立
するプロセスでもある」と述べた。

現在、中台間で協議が進められている海協会と
海基会による事務機構の相互設置問題について
は、張氏は「事務所の位置づけの問題で、国と国
との関係ではなく、外交意義上の領事館ではない
と台湾側の主張に注意している」と語り、事務機
構の機能は各領域での交流を便利にし、両岸の民
衆のニーズを満たすためのものであるとの見解を
示した39。

（3）陳徳銘氏の発言
陳徳銘会長は、サービス貿易協定では、中国側

の台湾側に対する優遇措置が WTO に対する承
諾を超えるものとなると明らかにしたうえで、「両
岸は年末頃、物品貿易と紛争解決メカニズムにつ
いて合意に達することができるだろう。そのとき
両岸の経済協力での合意は一般的な FTA の水準
よりも少し高いものとなる」との見通しを示し
た40。

その一方で、台湾側への注文も出している。陳
氏は、「WTO のメンバーは互いに最恵国待遇を
与えなければならないが、ECFA の後続協議で
は、現在台湾が他のメンバーに与えている待遇の
多くが、中国にはまだ与えられていない」と指摘
し、「中国側は台湾で生産され、市場の需要を満た
している農産品の開放は求めないが、台湾での生
産が行われているものの、輸入により市場の需要
を賄っている農産品については、台湾側は中国側
への開放を考えるべきだ」と主張した。そして、

「台湾はもう少し利益を与える必要があるのでは
ないか？私の後ろにも説得しなければならない
13 億人がいるのだ」と語っている41。

（4）陸委会
台湾側の反応として、まずは陸委会のコメント

を紹介する。中国側が政治対話を積極的に打ち出
したことに対して、陸委会の呉美紅スポークスマ
ンは「両岸は政治対話という議題において依然と
して意見の不一致があり、まだ慎重に考慮する必
要がある。現在、政治対話を行う条件は成熟して
いない」と述べた42。

中台間の政治対話については、陸委会の王郁琦
主任委員も「現在のところ差し迫った問題ではな
い」との認識を示している。海基会と海協会によ
る事務機構の相互設置については、「台湾側は現
時点では国旗・国章に関する議論を棚上げし、事
務機構が旅行ビザと人道的な捜索といった実質的
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な機能を保持できるよう努めたい」との方針を示
し、「海基会の事務機構はまずは北京に代表処を
置き、その後に上海と杭州に支所を設けることに
なる」との見通しを明らかにしている。さらに、
王氏は「海協会が台湾に設置した事務機構は台湾
の選挙に絶対に介入してはならないなど、事務機
構の行動規範も定めたい」としている43。

（5）海基会
台湾側は中国側に対して利を譲るのが少なすぎ

ると陳徳銘氏が発言したことを受けて、海基会の
林中森董事長は5月 24 日、両岸の各協定におい
て「利益を譲るという問題は存在せず、みな互い
に利益を得られるようなウィンウィンな関係もの
だ」と述べた。

この点に関連して、陸委会も「両岸は WTO に
参加した基礎も異なり、両岸の経済規模と条件も
大きな違いがある。大陸側もこの点を理解して、
両岸の貿易の往来が真に双方が利益を得て、互恵
的関係となるよう望んでいる」とコメントしてい
る44。

（6）国民党
国民党大陸事務部の高輝主任は、「両岸の政治

会談についてはまだ機が熟していない」と語り、
「どのように機を熟させるかは、両岸が共同で向
かい合うべき問題である」と指摘した。さらに、

「政治対話は、強く進めようとすると、かえってう
まく進まない。台湾の多元的で、民主的な声を、
大陸側は無視することなどできない」と述べた45。

（7）民進党
民進党中国事務部の洪財隆主任は、兪正声氏の

「民進党が台湾獨立を掲げなければ、我々はすぐ
に彼らと接触する」と発言したことを受けて、

「我々が必要なのは誠意ある意思疎通であり、あ
らかじめ前提を設けることではない」との見解を
示した46。

蘇貞昌主席は「中国が誠意をもって意思疎通し、
交流するのなら、如何なる枠組みも設けてはいけ
ないし、あれこれ言ってはいけない」と述べた。
謝長廷氏も「民進党と共産党は違いがある、だか
らこそ交流が必要なのだ」と語り、「そうすること
で誤解と敵意をなくすべきなのであり、自分と同
じように改めないと交流できないというものでは
なく、そんなのは現実離れしている」と語った47。
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2013 年第1四半期の国民所得及び 2013 年通年の経済見通し
2013 年5月 24 日 行政院主計処発表

Ⅰ 概要

行政院主計処は、5月 24 日、国民所得統計評価
審査委員会を開催し、2012 年第4四半期の国民所
得統計の修正、2013 年第1四半期の国民所得統計

（速報値）及び 2013 年通年の経済見通しの審議を
行い、結果を発表した。

⑴ 2012 年第4四半期 GDP の前期比成長率
（季節調整後、年率換算値(saar)）は＋ 7.08％
に、前年同期比成長率（yoy）は＋ 3.97％（修
正前＋ 3.72％）に修正した。また、第1四半
期＋ 0.59％、第2四半期▲ 0.12％及び第3
四半期＋ 0.73％と併せた 2012 年通年の経済
成長率は 1.32％となり、前回の推計値（＋
1.26％）から 0.06％ポイントの上方修正と
なった。同年の一人当たり GDP は2万 386
米ドル、一人当たり GNP は2万 1,042 米ド
ル。

⑵ 2013 年第1四半期の前期比成長率（季節調
整後(saar)）は▲ 2.75％、前年同期比成長率

（yoy）は＋ 1.67％（4月時点の予測値＋
1.54％）となった。

⑶ 2013 年第2、第3、第4四半期（季節調整
後（saar））は、それぞれ＋ 1.26％、＋ 6.13％、

＋ 7.17％、前年同期比成長率（yoy）はそれ
ぞれ＋ 1.98％、＋ 2.86％、＋ 2.98％）となっ
た。これらを含めた 2013 年通年の経済成長
率は＋ 2.40％となる見通しであり、2月時点
の予測値（＋ 3.59％）より 1.19％ポイントの
下方修正。また同年の一人当たり GDP は2
万 684 米ドル , 一人当たり GNP は2万
1,308 米ドル、CPI は＋ 1.23％となる見通し。

Ⅱ 国民所得統計及び予測

1．2012 年の経済成長率＋ 1.32％
⑴ 2012 年第4四半期は、最新の主要指標に基

づいて修正を行った結果、季節調整後の対前
期比成長率(saqr）は＋ 1.72％、年率換算成
長率(saar)は＋ 7.08％となった。また、前年
同期比成長率（yoy）は＋ 3.97％となり、2
月時点の速報値（＋ 3.72％）から 0.25％ポイ
ントの上方修正となった。

⑵ 第1四半期＋ 0.59％、第2四半期▲ 0.12％
及び第3四半期＋ 0.73％の各成長率と併せ
た 2012 年通年の経済成長率は＋ 1.32％とな
り、2月時点の速報値＋ 1.26％から 0.06％
ポイントの上方修正となった。
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2．2013 年第1四半期の経済成長率（速報値）
2013 年第1四半期の経済成長率（速報値）に

ついて、季節調整後の対前期比成長率(saqr）は
▲ 0.69％、年率換算成長率(saar)は▲ 2.75％
となった。また、前年同期比成長率は（yoy）＋
1.67％となり、4月時点の概算値（＋ 1.54％）
から 0.13％ポイントの上方修正、2月時点の予
測値（＋ 3.26％）からは 1.59％ポイントの下方
修正となった。これは主に、輸出の成長幅が予
想を下回り、民間消費力が弱含んだことによる
もの。

⑴ 外需面
① 第1四半期の世界経済の減速、EU 諸国

の需要低迷、中国大陸の成長が予想よりも
低くなったことに加え、台湾の情報通信業
のサプライチェーンの不順による出荷の停
滞、中国大陸における石油化学生産能力の
拡大などから、情報通信、石油化学及び機
械等の製品はいずれも衰退している。一
方、電子産品、光学器材及び鉱産品などの
輸出は引き続き増加しており、それぞれの
影響を相殺後では、輸出（米ドルベース）
は＋ 2.44％の小幅の増加となった。また、
サービス貿易を加え、物価要因を控除した
商品サービスの実質輸出は、前年同期比＋
4.79％となり、2月時点の予測値＋ 6.20％
から 1.41％ポイントの下方修正（経済成長
率全体への寄与度は 1.02％ポイントの下
方修正）となった。また、季節調整後の年
率換算値(saar)では＋ 2.49％となった。

② 輸入は、投資による派生需要の影響から、
第1四半期の商品輸入（米ドルベース）の
増加率は＋ 4.42％、サービス貿易を加え、
物価要因を控除した商品サービスの実質輸
入は＋ 6.59％、季節調整後の年率換算値
(saar)は＋ 17.95％となった。

③ 輸出と輸入を相殺した外需の経済成長率
全体への寄与度は▲ 0.11％ポイントと
なった。

⑵ 内需面
① 実質賃金の減少が民間の消費意欲を抑制

したことに加え、株式市場の低迷、暖冬の
影響、円安による値下げ期待からの車の買
い控え、情報通信産品の新旧機種入り替え
に伴う買い控えなどが消費支出に影響を与
えている。主要経済指標を見ると、第1四
半期は、海外出国人数は＋ 5.72％となった
ものの、小売業営業額は＋ 1.14％（情報通
信及び家電設備は▲ 1.40％）とここ 15 四
半期で最低の伸び率となった。また、上
場・店頭株式取引高が▲ 30.70％と大きく
減少し、手数料支出に影響を与えた。この
ほか、自家用小型自動車の新車プレート申
請数は▲ 3.51％、ガソリンの販売量は▲
4.76％、非営業用電気使用量は▲ 5.83％と
なったことなどから、第1四半期の実質民
間消費は＋ 0.35％の微増と弱含んでおり、
2月時点の予測値＋ 1.57％から 1.225 ポ
イントの下方修正となった（経済成長率全
体への寄与度は 0.69％ポイントの下方修
正）。また、季節調整後の年率換算値(saar)
は＋ 0.39％となった。

② 民間投資については、技術優位を備えた
半導体業者は引き続き資本支出を拡大して
おり、第1四半期の資本設備輸入（台湾元
ベース）は＋ 14.00％の大幅増となり、機
械設備投資が＋ 15.63％となったほか、運
輸機器及び建設投資もそれぞれ＋ 7.79％、
＋ 6.81％となった。こうしたことから民
間固定投資全体は＋ 8.67％となった。一
方、実質政府投資は▲ 6.60％、一部計画の
執行が前倒しで行われた公営事業投資は＋
18.36％、実質在庫投資は＋ 218 億元増と
なっている。これらを合計した第1四半期
の実質資本形成（前年同期比）は＋ 10.02％
となっており、季節調整後の年率換算値

（saar）は＋ 26.53％となった。
③ こうした各項目に政府消費（＋ 0.40％）

を加えた内需全体の経済成長率は＋
2.17％となっており、経済成長率全体への
寄与度は＋ 1.79％ポイントとなった。ま
た、季節調整後の成長率（saar）は＋
5.69％、季節調整後の経済成長率全体

（saar）への寄与度は 4.39％ポイントと
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なった。

⑶ 生産面
① 第1四半期の農業生産は＋ 4.25％、工業

生産は＋ 1.62％となっており、このうち、
製造業では、化学材料が中国大陸市場の供
給が需要を上回り、通信設備業が一部部品
の供給不足が出荷に影響を与えたものの、
ハイテク IC 製品への需要増加から、電子
部品業の生産指数は＋ 3.19％の伸びと
なった。従って、実質（速報値）では＋
1.54％、経済成長率への寄与度は 0.46％ポ
イントとなった。また、電力業の純発電量
が▲ 3.39％、天然ガス消費量が▲ 4.25％
となったことから、実質電力及び天然ガス
の供給業は▲ 3.31％、経済成長率への寄与
度は 0.04 ポイントの減少となった。

② サービス業では、不動産業は市場取引が
活発で、建物所有権売買移転登記件数が＋
24.23％となったほか、不動産業の 80％以
上を占める住宅サービスが依然として安定
した成長を続けており、不動産全体の実質
成長率は＋ 4.21％、経済成長率全体への寄
与度は＋ 0.34％ポイントとなった。また、
小売業の営業額は、民間消費の低迷により
＋ 1.14％の小幅な成長にとどまっている
ほか、卸売業も＋ 0.04％となっており、卸
売小売業の実質成長率は＋ 0.47％、経済成
長率全体への寄与度は 0.09％ポイントと
なった。情報通信広告業については、3 G
デジタル通信の利用者数及び通信量の増加
に加え、コンピュータシステム設計、資料
処理及び情報提供サービス業の営業額が＋
9.03％となったことから、情報通信広告業
全体の実質営業額は＋ 2.28％、経済成長率
全体への寄与度は＋ 0.09 ポイントとなっ
た。金融保険業は、金融機関の利息収入及
び手数料収入が＋ 3.07％、上場・店頭登録
株式取引額が▲ 30.70％となったことか
ら、実質成長率としては▲ 0.53％、経済成
長率全体への寄与度は▲ 0.03％ポイント
となった。

⑷ 国際比較
今年の第1四半期経済成長率を発表済みの主要

国家についてみると、米国＋ 1.8％、中国
大陸＋ 7.7％、日本＋ 0.2％、EU ▲ 0.7％、
また、アジア四小竜については、香港＋
2.8％、韓国＋ 1.5％、シンガポール＋
0.2％、台湾＋ 1.67％となっている。

3．2013 年経済展望
⑴ 国際経済情勢

① 最近、世界経済の回復は緩やかなものと
なり、成長力が欠けている。日本は政策対
応により持ち直しの動きがみられるもの
の、欧州経済は引き続き衰退しており、米
国及び中国大陸の成長力は不安定で、世界
景気が再び安定的な成長に戻るのがいつに
なるのかは不透明となっている。

② 世界的な経済予測機関である Global
Insight の5月の最新の経済予測によると、
2013 年の世界経済の成長率見通しは＋
2.5％（2月時点の予測より 0.1％ポイント
の下方修正）。このうち、主要先進国経済
は＋ 1.0％（2月時点と同様）、新興経済国
は＋ 5.2％（0.1％ポイントの下方修正）の
見通し。

③ 米国の失業率は徐々に改善しており、米
国民の消費意欲も回復し、民間経済の活力
は既に徐々に回復しつつある。一方、3月
から実施されている米国政府の赤字削減メ
カニズムについては、若干のマイナス効果
が予測されるものの、2013 年の経済成長は
＋ 1.8％（2月時点の予測値より 0.1％ポ
イントの下方修正）となる見通し。

④ 欧州債務問題は、未だ解決しておらず、
失業問題は引き続き悪化しており、企業投
資及び消費者マインドに持ち直しの動きは
みられない。経済は、衰退の泥沼に陥って
おり、2013 年の EU 諸国の経済は、2月時
点のゼロ成長の予測から▲ 0.3％のマイナ
ス成長に転じる見込み。このうち、主要経
済国は、イギリス及びドイツが＋ 0.9％、
＋ 0.6％となる一方、フランスは▲ 0.4％、
イタリア及びスペインは▲ 2.0％となる見
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通し。
⑤ 中国大陸は、第1四半期の経済が予測し

た程には成長せず、また、企業労働コスト
の上昇、一部産業の過剰生産能力、不動産
市場の調整圧力から、2013 年の経済成長は
＋7．8％（0.4％ポイントの下方修正）と
なる見通し。また、日本は、アベノミクス
に関連する政策の推進以降、日本円為替
レートが大幅に下落しており、輸出中心の
大企業は明らかに恩恵を受けており、企業
投資や海外製造業の回帰にもプラスの影響
を与えることから、今年の経済成長率は＋
1.0％（0.6％ポイントの上方修正）となる
見込み。このほか、香港の経済成長率は＋
3.3％（0.4％ポイントの下方修正）、シンガ
ポールは＋ 2.0％（0.3％ポイントの下方修
正）、韓国は＋ 1.6％（0.5％ポイントの下
方修正）となる見通し。

⑵ 2013 年経済成長率見通し＋ 2.40％
2013 年の経済成長率は＋ 2.40％となる見

通しであり、2月時点の予測値（＋ 3.59％）
より 1.19％ポイントの下方修正。これは主
に、世界経済が2月時点の予測ほどには成長
せず、また、一部産業が国際市況の低迷や中
国大陸との激しい競争に直面していること、
実質賃金の減少や年金改革の不確定要素が消
費マインドに影響を与えていることなどを背
景に、輸出及び民間消費の予測値を下方修正
したことによるものである。
① 対外貿易

ⅰ 世界景気は弱含んでおり、Global

Insight は今年の世界経済の成長率の予
測を2月時点より 0.1％ポイント下方修
正した。欧州は短期的には衰退から抜け
出すのが難しく、米国及び中国大陸の経
済成長力には疑問があり、台湾の輸出に
マイナスとなる恐れがある。

ⅱ モバイル通信産品のビジネスチャンス
に伴うハイテク半導体チップへの需要押
し上げや、新型大型液晶テレビに伴う液
晶パネルの輸出、石油製品の貿易拡大な
どプラス要素の一方で、台湾が優位性を
持つデスクトップ及びノート型パソコン
の OEM 生産は徐々に衰退しており、関
連サプラインチェーンに相当の影響を与
えている。また、プラスチック産品は、
価格不振により生産拡大力が弱まってい
る。加えて、中国大陸が積極的に重点産
業の発展及びサプライチェーンの現地化
を積極的に推進していることから、台湾
の業者への競争圧力が次第に大きくなっ
ており、輸出は楽観視することが難しく
なっている。

ⅲ こうしたことから、2013 年の米ドル
ベースの輸出額（税関ベース）は 3,097
億米ドル、前年同期比＋ 2.82％となる見
通し。輸入は、輸出及び内需に伴う輸入
により、2013 年通年では 2,810 億米ド
ル、同＋ 3.91％となる見通し。商品及び
サービス貿易を合計し、物価要因を控除
した 2013 年の実質輸出は＋ 5.15％、2
月時点の予測値＋ 6.35％より 1.20％ポ
イントの下方修正（経済成長率全体への
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商品貿易年増率
(通関ベース、％) 貿易黒字 商品・サービス貿易の実質

成長率（台湾元ベース％)
商品・サービ
ス貿易収支

輸出 輸入 (億米㌦) 輸 出 輸 入 (億米㌦)
2008年 3.63 9.67 152 0.87 ▲3.71 197
2009年 ▲20.32 ▲27.48 293 ▲8.68 ▲13.10 326
2010年 34.82 44.08 234 25.63 27.70 300
2011年 12.26 12.02 268 4.45 ▲0.47 307
2012年(r) ▲2.30 ▲3.90 307 0.11 ▲2.08 360
2013年(f) 2.82 3.91 286 5.15 5.80 379



寄与度は 0.89％ポイントの下方修正）と
なる。また、輸入は＋ 5.80％となる見通
し。輸出入を相殺した外需の経済成長全
体への寄与度は 0.65％ポイントとなる
見通し。

② 民間消費
ⅰ 株式市場が回復し、就業市場も改善す

るものの、実質給与の減少、社会保険改
革の不確実性から、全体の消費マインド
は保守的なものとなるものと見込まれ
る。

ⅱ 2013 年の食品消費は＋ 1.90％、非食
品消費は＋ 1.41％となることから、民間
消費は＋ 1.46％となり、2月時点の予測
値＋ 1.86％より 0.40％ポイント下方修
正（経済成長率全体への寄与度は 0.22％
ポイントの下方修正）となる見通し。

③ 固定投資
ⅰ 民間投資については、半導体業者がハ

イテク生産工程の拡充を加速させ、電気
通信業者がグランドサービス及びデジタ
ルチャンネル業務に対する資本支出を増
加させることから、2013 年の民間投資

（実質）は＋ 7.21％、2月時点より 0.16％
ポイントの下方修正となる見込み。

ⅱ 公共投資については、政府投資が特別
予算のピークが過ぎ、2013 年名目額が
3,851 億元（前年同期比▲ 6.36％）に設
定され、公営事業投資が台湾電力の積極
的な工場投資計画等により、同名目額を
2,022 億元（同＋ 5.90％）と設定されて
いる。これに民間投資を加え、物価要因
を控除した実質固定投資は＋ 5.17％と
なる見通し。

④ 物価
ⅰ 世界景気の減速は石油需要及び原油の

供給に影響を与え、また、国際石油価格
が明確に下落するものと見込まれること
から、2013 年の OPEC 原油価格は1バ
レル＝ 103 米ドル（2月時点の予測値

（106 ドル）より3米ドル引下げ）と設定。
また、化学材料及び鋼鉄等の多くの工業
産品は生産過剰であり、価格は下落する
ものと見込まれることから、2013 年の卸
売物価（WPI）は▲ 1.22％となると予測。

ⅱ 消費者物価指数（CPI）について、国際
商品価格の下落は物価の安定にプラスと
なり、また、一部の日系企業の輸入商品
は、徐々に円安効果が反映されるものと
見込まれることから、2013 年の CPI は
＋ 1.23％（2月時点より 0.14％ポイン
トの下方修正）となる見通し。

⑤ 以上の要素を総合し、2013 年の経済成長
率は＋ 2.40％となる見通しであり、2月時
点の予測値＋ 3.59％より 1.19％ポイント
の下方修正。また、一人当たり GDP 及び
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民 間 消 費 実 質 成 長 率 (％)
食品消費 非食品消費

2008年 ▲0.93 ▲0.97 ▲0.93
2009年 0.76 1.61 0.64
2010年 3.96 1.96 4.23
2011年 3.13 1.77 3.31
2012年(r) 1.47 2.52 1.33
2013年(f) 1.46 1.90 1.41

固定投資名目金額(億元) 固定投資実質成長率(％)
民間 政府 公営事業 民間 政府 公営事業

2008年 26,659 20,101 4,460 2,098 ▲12.36 ▲15.58 1.18 ▲1.98
2009年 23,536 16,393 4,918 2,225 ▲11.25 ▲18.15 15.94 2.14
2010年 28,882 21,596 4,873 2,413 21.12 29.76 ▲3.10 8.11
2011年 28,435 21,642 4,687 2,105 ▲3.10 ▲1.26 ▲5.93 ▲14.39
2012年(r) 27,462 21,384 4,137 1,942 ▲4.19 ▲2.11 ▲12.51 ▲8.27
2013年(f) 28,571 22,698 3,851 2,022 5.17 7.21 ▲6.36 5.90



GNP はそれぞれ2万 684 米ドル、2万
1,308 米ドルとなる見込み。CPI は＋
1.23％となる見通し。
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重要経済指標

実質 GDP
（百万台湾元）

経済成長率（GDP）(％) 一人当たり GDP 一人当たり GNP 消費者物
価上昇率

(％)

卸売物価
上昇率
(％)前期比 前期比

（年率換算）
前年

同期比 台幣元 米ドル 台幣元 米ドル

2000年 9,731,208 － － 5.80 459,212 14,704 465,502 14,906 1.25 1.82
2001年 9,570,584 － － ▲1.65 444,489 13,147 453,084 13,401 0.00 ▲1.35
2002年 10,074,337 － － 5.26 463,498 13,404 474,294 13,716 ▲0.20 0.05
2003年 10,443,993 － － 3.67 474,069 13,773 488,645 14,197 ▲0.28 2.48
2004年 11,090,474 － － 6.19 501,849 15,012 518,280 15,503 1.61 7.03
2005年 11,612,093 － － 4.70 516,516 16,051 529,313 16,449 2.30 0.61
2006年 12,243,471 － － 5.44 536,442 16,491 550,099 16,911 0.60 5.63
2007年 12,975,985 － － 5.98 563,349 17,154 577,869 17,596 1.80 6.47
2008年 13,070,681 － － 0.73 548,757 17,399 562,439 17,833 3.52 5.14
第1季 3,187,360 1.36 5.55 7.55 138,275 4,381 145,306 4,604 3.58 8.68
第2季 3,306,002 ▲0.02 ▲0.06 5.66 138,026 4,530 140,199 4,601 4.19 8.03
第3季 3,325,198 ▲3.58 ▲13.57 ▲1.23 135,415 4,337 137,717 4,411 4.53 8.95
第4季 3,252,121 ▲5.07 ▲18.78 ▲7.53 137,041 4,151 139,217 4,217 1.86 ▲4.64
2009年 12,834,049 － － ▲1.81 540,813 16,359 558,751 16,901 ▲0.86 ▲8.73
第1季 2,928,593 ▲1.21 ▲4.76 ▲8.12 130,049 3,823 135,797 3,992 ▲0.01 ▲9.83
第2季 3,088,340 3.56 15.02 ▲6.58 129,458 3,903 133,398 4,022 ▲0.86 ▲12.80
第3季 3,278,312 2.59 10.76 ▲1.41 136,320 4,152 139,276 4,242 ▲1.35 ▲11.52
第4季 3,538,804 4.94 21.28 8.82 144,986 4,481 150,280 4,645 ▲1.26 0.01
2010年 14,215,069 － － 10.76 585,633 18,503 604,199 19,090 0.96 5.46
第1季 3,312,610 1.94 7.99 13.11 142,672 4,462 149,607 4,679 1.28 6.58
第2季 3,486,318 2.68 11.16 12.89 143,693 4,499 148,308 4,643 1.10 8.49
第3季 3,657,592 0.82 3.34 11.57 149,808 4,683 153,319 4,794 0.38 4.13
第4季 3,758,549 0.81 3.26 6.21 149,460 4,859 152,965 4,974 1.11 2.81
2011年 14,792,928 － － 4.07 589,576 20,006 606,321 20,574 1.42 4.32
第1季 3,556,821 2.49 10.33 7.37 147,255 4,989 154,132 5,222 1.28 3.90
第2季 3,645,265 0.30 1.21 4.56 142,558 4,932 146,668 5,074 1.64 3.99
第3季 3,786,634 ▲0.13 ▲0.53 3.53 149,793 5,129 152,586 5,225 1.35 4.40
第4季 3,804,208 ▲1.17 ▲4.58 1.21 149,970 4,956 152,935 5,053 1.44 4.98
2012年(r） 14,988,594 － － 1.32 603,593 20,386 623,004 21,042 1.93 ▲1.16
第1季 3,577,875 1.40 5.72 0.59 147,959 4,978 154,145 5,187 1.29 1.96
第2季 3,641,024 ▲0.00 ▲0.00 ▲0.12 144,628 4,876 149,493 5,040 1.65 ▲1.08
第3季 3,814,411 0.73 2.97 0.73 153,106 5,126 156,796 5,249 2.95 ▲1.60
第4季(r) 3,955,284 1.72 7.08 3.97 157,900 5,406 162,570 5,566 1.83 ▲3.86
2013年(f) 15,347,599 － － 2.40 617,637 20,684 636,289 21,308 1.23 ▲1.22
第1季(p) 3,637,682 ▲0.69 ▲2.75 1.67 151,345 5,122 157,290 5,323 1.81 ▲3.08
第2季(f) 3,713,248 0.31 1.26 1.98 146,813 4,909 151,382 5,061 0.80 ▲1.84
第3季(f) 3,923,676 1.50 6.13 2.86 156,664 5,224 160,295 5,345 0.51 ▲1.26
第4季(f) 4,072,993 1.75 7.17 2.98 162,815 5,429 167,322 5,579 1.77 1.39

（注）ｒ：修正値、ｐ：速報値、ｆ：予測値
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2013 年第1四半期国際収支を発表

中央銀行は、5月 20 日、2013 年第1四半期の国際収支統計を発表した。主な内容は、下記のとおり
（プレスリリース及び関連資料を添付）。

1．概要
2013 年第1四半期の国際収支によると、経常収

支が 110.09 億米ドルの黒字、金融収支が 95.2 億
米ドルの流出超、総合収支が 21.5 億米ドルの黒
字（中央銀行準備資産の増加）となった。

2．内訳
⑴ 経常収支については、輸出は、アジアの主

要市場の安定的な回復に伴い、鉱産品、電子
商品及び光学器材が好調であったことから、
前年同期比＋ 2.3％となった。輸入は、資本
設備及び消費財が伸びたことにより、同＋
4.4％となった。輸入の増加額が輸出の増加
額を上回ったことから、貿易収支は、前年同
期比 12.5 億米ドル減少し、48.4 億米ドルの
黒字となった。

サービス収支は、三角貿易による純収入の
増加、無形資産使用料支払いの減少、技術事
務サービスの支出減少などにより、前年同期
比 14.0 億米ドル増加し、21.9 億米ドルの黒
字となった。所得収支は、外貨準備資産の運
用益の減少により、前年同期比 1.4 億米ドル
減少し、46.9 億米ドルの黒字となった。移転
収支は、前年同期比 0.2 億米ドル減少し、6.3
億米ドルの赤字となった。

このように、貿易収支及び所得収支の黒字
が減少したものの、サービス収支の黒字が増
加し、移転収支の赤字が減少したことから、
経常収支は、前年同期比 0.3 億米ドル（＋
0.2％）増加し、110.9 億米ドルの黒字となっ
た。

⑵ 金融収支については、直接投資及び証券投
資はそれぞれ 32.2 億米ドル、118.5 億米ドル
の流出超となった。このうち、証券投資は、
居住者による対外証券投資は、保険会社によ
る海外投資が増加したことから 121.1 億米ド
ルの流出超となる一方、非居住者による対内
証券投資は、外資による台湾株式市場への投
資が増加したことから 2.5 億米ドルの流入超
となった。また、金融派生商品は 1.1 億米ド
ルの流入超となった。その他投資は、民間部
門による海外預金の回収により 54.5 億米ド
ルの流入超となった。

（注）台湾と日本では、国際収支統計の項目が一
部異なっており、台湾における「金融収支」
は、日本の国際収支統計の「投資収支」に相
当するもの。
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謝謝！台湾 謝謝！傳兄
交流協会台北事務所

経済室 主任 渡辺 明夫

4年余りの台湾での生活も終わりを迎えようと
しています。本当に色々なことがありましたが、
あっという間の出来事であったように思えます。

2009 年5月 24 日、桃園国際空港に降り立ち、
台北市内に向かう車の中では期待と不安で一杯で
あったことが昨日のことのように思い出されま
す。当時はまだ羽田空港と松山空港の直行便が就
航しておらず、空港から市内までは高速道路を
使っても約1時間を要しました。今とは隔世の感
があります。

現在2期目に突入している馬英九総統は、よく
公式の場で「今の日台関係は過去 40 年間で最高
の関係にある」とおっしゃいます。本当にそうだ
と思います。この「最高の関係」の中で仕事がで
きたことは、私にとって本当に幸運であったと思
います。事実、近年の日台関係は大きく進展して
います。前述した羽田空港と松山空港の直行便就
航やオープンスカイの実現、また、先日大盛況の
うちに幕を閉じた宝塚歌劇団の台湾初公演や来年
開催が予定されている日本での故宮博物院展は、
日台間の人的往来、経済、文化面での交流促進に
大きく寄与しています。

日台関係の進展を象徴するハイライトはやは
り、本年4月 10 日の日台漁業取決めの署名でしょ
う。しかし、私が経済を担当する立場からかもし
れませんがやはり、2011 年9月 22 日の日台投資
取決めの署名も日台関係における歴史的なエポッ
クメイキングであったと自負しておりますし、そ
こに微力ながらも携わることができたことを大変
誇りに思っています。余談ですが、署名式の模様
は当地のテレビニュースでも流され、私もちらっ
とですが映し出されたためか、翌日事務所内で
ちょっとした有名人となりました。これもいい思
い出です。

また、昨年春の外国人叙勲において、旭日重光
章を受章された故辜濂松・中国信託ホールディン

グス会長に対し、昨年 12 月にお亡くなりになる前
に同叙勲を伝達できたことは、本件受章に至るま
での過程に携わった者として本当に感動しました。
受章者の方々に対する叙勲の伝達を拝見していつ
も感じることですが、受章者ご本人はもちろんの
こと、奥様をはじめ、ご家族が大変喜ばれている
姿を見ると本当に良かったと心から思います。

私は、妻と長女を帯同して台湾に赴任しました
が、この台湾での生活は、家族にとっても人生に
おけるかけがえのない財産になったと思います。
特に長女は現在、台中市にある寮付きのインター
ナショナルスクールに通っており、我々両親の帰
国後も卒業まで通わせたいと考えています。日本
に居るときはまだまだ考えが幼く、消極的だった
長女が、両親の住む台北市から離れて一人で生活
する中、今ではなかなかの英語を駆使しながら、
積極的に物事に取り組むようになってきたこと
は、本当にうれしく、頼もしく思います。彼女の
生活をサポートしてくださった皆様に心から感謝
を申し上げたいと思います。

一方で、私にとって台湾での生活のみならず、
人生においても衝撃的な出来事が起こりました。
2011 年3月 11 日に発生した東日本大震災と、私
のアシスタントであり、公私ともにパートナーで
あった、陳傳旺・当所経済室副主任の病死です。

東日本大震災については多くを語るつもりはあ
りませんが、世界でも類を見ない破格のご支援を
頂いたここ台湾の地に、地震発生時に家族共々赴
任していたということに運命を感じざるを得ませ
ん。あの津波の映像は現実とはとても思えないも
のでした。そうした中、地震発生直後から、当所
には台湾の皆様から人的、物的、資金的な支援に
関する数多くの申し出がありました。

私は、当所における震災対応業務として、プレ
ス対応班に所属しました。3月 14 日には台湾各
地の消防士からなる救援隊が外交部長及び内政部
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消防署長の同席の下、松山空港内で結団され、日
本に向けて出発しましたが、私もその現場に居ま
した。台湾の方々はよく、1999 年9月に発生した
台中での大地震の時に日本は真っ先に救援に駆け
付けてくれた恩を忘れていない、今回は台湾が恩
返しをする番だ、とおっしゃっておられましたが、
その言葉をまさに政府レベルで示して頂きまし
た。一人の日本人として、心から感謝の気持ちで
一杯になりました。

同 18 日夜の震災チャリティー番組には、馬英
九総統夫妻が出演され、自ら全台湾住民に募金を
呼びかけられましたが、実はテレビ局から当所に
対しても出演依頼がありました。非常に考えさせ
られることでもありましたが、最終的には、「日本
人の考え方として、募金は、当事者が募るもので
はなく、第三者からの善意をありがたくお受けす
るものだ」として、出演自体はお断りをしたので
すが、当日は台湾の皆様の暖かいご支援をテレビ
で見て、本当に感動しました。

同年9月、NNA 台湾という現地情報発信メ
ディアより、「震災から半年、台湾から日本を救う」
と題したシリーズのうち、当所による渡航制限の
解除に向けた舞台裏について取材を受けました。
私からは震災対応に際しての当所の苦労したこと
やエピソードも併せて紹介させて頂きました。こ
の取材を通じて、自分は、ここまでご支援を頂い
た台湾の皆様に対してできることは何だろう？と
考えるきっかけとなりました。未だに自分は台湾
の皆様に何かできているのだろうか、と自問自答
していますが、日台投資取決めの署名や外国人叙
勲の受章など、少しは台湾の皆様に喜んで頂けた
かな、とも思っています。

しかし、帰国を間近に控え、私の親愛かつ尊敬
するパートナーであった、陳傳旺・経済室副主任
が胃ガンに侵され、本年4月 14 日、享年 60 才で
帰らぬ人となってしまいました。陳さんはその誠
実な人柄と優しい笑顔で当所職員をはじめ、多く
の台湾当局などの関係者から、「傳兄」と慕われて

いました。私も着任以降、公私にわたり本当にお
世話になりました。当局発表のプレスリリースや
当地報道振りの翻訳、台湾側関係者へのアポイン
ト申し入れや会見時の通訳など、陳さんがいなけ
れば当地での仕事はうまくいかなかったでしょ
う。それは私だけではなく、歴代の当所次長、副
代表ご経験者、経済室主任や貿易相談室主任をご
経験された方々全員が思われているはずです。ま
た、私達家族は陳さんの奥様やご子息とも何回か
食事をさせて頂きましたが、ご家族の暖かい雰因
気は陳さんの人柄そのものだなと感じました。

他方で、仕事上のパートナーであった自分がもっ
と早く陳さんの身体の不調に気付いていれば、と
自責の念に駆られたことも事実です。ご家族に対
しても本当に申し訳ないと思いながらも、陳さん
の死を実感することは殆どありませんでした。

同 29 日に執り行われた告別式では、当所の樽
井代表から弔辞を読み上げて頂くなど、滞りなく
進み、いよいよ最後のお別れの時となったのです
が、ご遺体の安置室に入るか入らないかの瞬間か
ら、陳さんに対して申し訳ない気持ちで一杯にな
り、涙が止まらず、殆ど陳さんの顔を見ることは
できませんでした。ようやく陳さんが亡くなられ
たことを実感したのだと気付きました。陳さん、
何もしてあげられなくて本当にごめんなさい。私
のできることは、陳さんのご冥福と、ご家族のご
多幸を心から祈念するばかりです。

私達家族が台湾で4年余の間、本当に充実した
生活が送れたのも、台湾の皆様の暖かい心遣い、
代表、副代表、部長をはじめとする事務所の皆様
のご指導やサポートがあったからこそと思いま
す。本当に感謝の気持ちで一杯です。また、長女
は引き続き台湾で頑張っていきますので、変わら
ぬご支援をよろしくお願い申し上げます。私は日
本に帰国しても、日台関係の更なる発展ために微
力ながら貢献していく所存です。

最後に大きな声で言わせてください。謝謝！台
湾！謝謝！傳兄！！
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コラム：日台交流の現場から

ふたたび台湾に赴任して

（公財）交流協会高雄事務所長 中村隆幸

この度、（公財）交流協会高雄事務所長を拝命し、
3月末に高雄に着任いたしました。私は今から約
35 年前の 1977 年 10 月から 1980 年2月までの2
年3か月余りの間、当交流協会台北事務所に勤務
しておりましたので、今回の高雄勤務は2回目の
台湾勤務となります。私にとってこれまでの約
20 年を超える海外勤務の最初の任地が台湾・台北
であったこと、また、その折に多くの台湾の方々
の暖かい人情に触れさせていただいたこともあ
り、台湾は私にとって『第二の故郷』のようなも
のであり、今回高雄で勤務させていただくことと
なり望外の光栄であり嬉しく思っております。

私が台北に勤務させていただいたのは台湾にお
ける戒厳令が解除される 10 年ほど前の時期にあ
たります。その間に 1977 年 11 月の中壢事件、
1978 年5月の蒋経国国民党主席の総統就任、1979
年1月の米台断交、同年 12 月の高雄での民主化
を目指す人々のデモ隊と警官隊が衝突した美麗島
事件が起きるなどいろいろなニュースがありまし
たが、台湾全土の治安は極めて良好に保たれてお
り市中には活気が溢れていたように思います。

前回台湾に勤務させていただいた当時を含め高
雄にはこれまで数回訪問の機会に恵まれました。
今回高雄に赴任し市内をゆっくり散策したとこ
ろ、当然のことではありますが市中には見違える
ような立派な高層ビルが立ち並び、タクシーをは
じめ自動車が綺麗になり高級車も多く見掛けら
れ、また、「愛河」という美しい名称の運河は以前
は汚染が酷く時には悪臭を放つこともあったため

「臭河」と揶揄する人もいましたが、現在は相当改
善され観光客を対象とした遊覧船の営業が行われ

るようになるなど市内全域が見違えるほど綺麗に
なり、台湾の素晴らしい発展振りを見せていただ
いております。また、市内には以前にも増して明
るい雰囲気、活気が漂っているように感じられま
す。

私ども（公財）交流協会高雄事務所は台湾南部
地域の高雄市、台南市、嘉義市、嘉義県、雲林県、
屏東県、台東県及び澎湖県の3市5県を管轄して
おります。高雄に着任後出来るだけ早く管轄地域
内の市長・県長に着任のご挨拶を行いたいと考え
表敬訪問を開始しました。先ず、当高雄市の陳菊
市長への表敬訪問から開始し、これまでに全管轄
地域内の市長・県長（県長代理を含む。）に対する
表敬を済ませることができました。表敬訪問にあ
たり複数の市長・県長から台湾、就中南部地域は
これまで長い間日本との関係は非常に深く、日本
教育を受けた日本語世代の方々も多く、国民の親
日感情も厚く、反日的要素は全くなく、これほど
日本を理解している地域は他にはない等々の趣旨
の暖かいお言葉を頂戴しております。

高雄に着任して僅か2か月余り、未だ台湾につ
いては勉強中ではありますが、もっと台湾を理解
し、東日本大震災の際に台湾の皆様から頂いた義
援金、支援物資、激励のメッセージに日本国民が
感動し、勇気づけられたように台湾の人々の我が
国、国民に対する暖かい気持ちが現在の良好な日
台関係を支えていることにも感謝しつつ、我が国
と台湾の民間における相互理解、友好関係・交流
の更なる増進に微力ではありますが皆様方のご理
解とご協力をいただきつつ尽くしてまいりたいと
思っております。

交流 2013.6 No.867
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平成 22 年7月に交流協会に異動になりこの6月で3年の任期が終了する。着任当初、台湾語で
の電話のやりとりに圧倒されながら、初めて耳にする外務書用語や難解な在外職員給与規程をひも
とき、早朝から深夜まで予算要求書作成作業に明け暮れたことが、つい昨日のことのように想い出
される。

この3年間での思い出はなんといっても、東日本大震災時における台湾の多大なる支援であろう。
200 億円の義援金には日本人だけでなく世界中の人々が驚いた。そして、速やかな救援隊の派遣、
保管しきれないほど次々と送られる救援物資や励ましのメッセージ等、台湾の人たちは親日家であ
るとは聞いていたがまさかこれほどと改めて感嘆したことが想い出される。なぜ台湾人は親日家な
のか？双方の世論調査でも明らかにされているが、それは、お互いに信頼に値すると考えているか
らであるとのこと。台湾の人たちは、70 余年たった今でも日本統治時代の 1930 年代に台湾南部に
ダム建設を行った八田與一という日本人技師に感謝して毎年慰霊祭を実施しているという。これ
は、日本と台湾が深い絆で結ばれているゆえんではなかろうか。この話は台湾では有名で、教科書
に掲載されているとのことであるが、知っている日本人はすくないと思うので日台の信頼の証左と
して、機会あるごとに広めていきたいと思う。

また、交流協会在職中に数度訪台したが、夜の五木大学の聴講（？）以外は、台湾の名所・旧跡
等の見聞を広めることができなかったので、ディバックでも背負い、阿里山、太魯閣渓谷、九份等
観光地をゆっくり巡りたいと考えているところである。

一昨年 11 月にオープンスカイ協定が結ばれ双方の往来が大幅に増加し、この4月の宝塚歌劇団
台北公演も大成功を遂げ、また、日本で故宮展の開催も近々とのこと。日台の親交はますます弾み
がつき、交流協会の役割は増し皆様の更なる活躍が期待されると思うので頑張っていただきたい。

最後に、交流協会のますますの発展を心よりお祈り申し上げ、謝謝・多謝！台湾＆交流協会。
（経理部次長 高橋 準市）
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